
百万‰設縦題記毎に零L/7鮮四でo剽こ喩厘一一FF゛1乃朧に詣に
胚利]ｮ|詣胆白浪息づ売卜゛ぢ二よ歿白縦3Pﾆうに縦鄙証言特ﾌﾌﾟ言白99911¨7¨3¨゛

L

ﾉ

IJi慌Ejjこyiih旨と]ﾆ

ﾆｴにづ、，

ﾉﾉ

昌

S一際a

^i:回'
‘s'尚l

……
｡

l ‘･SFj(ﾆij4瘤漏

一記診づ゛゛‾-゛………lil鴛｡;jじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　9鍼灸ﾌﾟ沿I，.瓢、･'゛謬ISｒ

男

遠　　　Ｍ　．一回蜀･

;ﾉ…………ﾉl
yJ麹緬i

圖疆
I

一一　　　
…

…

J ゛･l

i

藤-.Ji

“'

毎年几＼

ﾌﾔ?r?y

ｸ｀り･唄　　ご←づぐｿﾞ｀　　　　　　　　　　　　　　　゛i眠　．　　　“

齢]酉偏一ﾆ

ﾌ11711:　　　　　　　　　　　　　　

l回|･こ-゛

悠西りﾄﾞj(……　　　　S－……ダ？

りi
ごご
yy謡lj

。，，こ、

匹ﾌﾞfS41硝　見離t諮-J万こヽ

言ﾄﾚﾆ……｀｀E ’’　｀j゛まで~　　゛｀Lｬ　　‘Ｍ

･一蔽s偏4Gy、　　.　゛　……4きー4　　　ぼ　　s
　l　，（　　　　　　　　　　　｀yl契　’i万糾　　　　　　　　　゛叉　　　　フ

‾｀Jj

.

｀.　　i誇泌作

目　　

’j　i/jl回漕Ljj:

|　

゛回　＾　　　１ほ　　　’　　　　　　　　回　　　　゛　　　　　　　　　　　j
､i泌゜　　　　　゛　　　　　　　－

I

J

’’　　　　a　　　　

r2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7一皿訟＼

J-,，　

l

　　　　　へJI　μy
　　　　　　＝゜a－Sty-　　　　　|.k.1jl.-●.|11j!一一11蜀I!
　　　　　　’jﾚ1　･.?-

　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　｀　y ゛Jf　’

恒’゛

--
1rT翁ぺ「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r皿作㎜瓢皿

●－14　　　　　－一一-一一-

皿腫験711

　　　　　　　　　　　　　　　　　－ゝiWI皿ﾐ四ミIS，.皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,皿F　　　　回一　　‐

　　　　　　感履L皿S亀1甲監恍A　　　　　　　　9･ii-11習1影,－7　　　｀
　　　　　　　…　……。　　‘　･一･17’iJﾆy177j’JぎＳ一白，ﾀg ･ﾀﾞｻﾞﾔ仁う）4゛

　“･　　ｴｰ　　‾ず　　　　自｀S回ぶ，　　　　　　　　　　　　　　フ　ｌ’　　、洞’゛　　　i“一　　ｖ　ド

　回回　ｉ・　　ｊ　　　　　、’善］几　　　　　　　　　　　-‥ﾀ●　　　ｔ゛鯖　　９　ﾛｰ　　｀几。　ﾀﾞ‘７

　一瓢一回郷　　　　　　　順゛門’　　　　－　　　－－　　2匯　　、゛　’　t　゛jl　　に……白ヽ

’一説賑一一‾９回一一-　　　　　　　　一一，‾I S’‘I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊇ﾋﾟk　　　　　　l　　｀’g　　　　^4-　　　“ジ　．ﾊﾞ弐　｀I

Js__‾E4.,JII･’　゛　　－
il　　　　　刺　　　，一，－　……|･　……゛　゛匹　　　　　　&ぶ　Ｕ｡

肖‾゜ﾆ鰹92　　　　　　　　ヨ､-　　　　づ｡i添z’゛　　　　一八’。.　　　　　j。i　　　　　jぞ゛……･･，

’’一一　　-一一　　　＿　　　　　　　　　　　　些　－　　　　　　　　＿t-ぷ?一一’　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･4'，　-･弓_芭‾　　　　　　　　　　　　　　　　　。-‾一一一一-一一-一一一一一一

　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l!　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　－　　　　　　げ‾゛’　　　　－¨　　・jt
　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　゛　　　　　　　　　　　｀･一諾r゛i　Sjii

sii,

j
j?　い　　　　　　

－　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誕

　　　　　’　　　　゜‘　　　　＾ｊ　ｊ　－　　　　　　ご　j;　　　’ 71111･i●.　’電1皿l

哲男一｡｡_§．　　一　-jふむ，・
-一一

l場昌ｙブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ

---=ﾐｰ-------“　　　　　　　‥‥‥‥ﾉ　　4　　　　　゛，
1゛

い..･.　　　　　　　　　･･゛j　　　一
申　　゛

E緬iS　i、9　　　………',‥‥‥　　　ノご　｀｡|‥‥‥　‥‥r ，　　　，

T77察

ニヅ

ヅ　

ヽ

j
，‘

1

・

P万ぶぶ呂7で7

万

☆]j
万' i

‾･,tJ]ご)‾ﾉﾉ爽……∧ﾉﾉ];ｼﾞ:'i　;と]

回 ･｀ﾂﾞﾌｽ芦ﾆ'こ-岬こご,S｀ﾌﾞｻﾞ牛|づ]岬､｡､,，lE……

焉

こ万一1-1｢'T･ﾆ';゛'jﾌﾟふり・ノ………こ-,4.尚回.宍･,‥白゛………

ﾔn;E771

-

ii;加4ﾄﾞ]　☆　 ブ‘　ｉ'ヅ　14‾ll

､
｀
'｢　ニ　………　　　　　ぐ　　　　　　　　　ダ

‾　'　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　゛゛i　a　　　　　　　　　梁　　一　　4，

　　　　　　　-こ=　　　　　･
･･･････　　　　・･ご=¬=7犬宍　卒殤　ご一万T゛｀　　　　　　

a

〃 W ’ －

　JULY

2004.7

　(VOL.27 N0.7)



AMDA Ir魂と医療のプログラムj

4 -

,j.こ･-=-･,=-,，　　
･｡●1皿,-‘j………………==……=

|こ.jﾄﾞ……,=……

……;｡･J･;i.'･ii=;･万

が

一p　

.aM一sal,加廸宦l

i1如一万=lj …………j万j;ij=

鋤1■il　M田n'AmlF脚ING国眼庫罵言………T::i,万,:ii

“゛゛^　　““'sg1JI?:,j渡r゛?yﾉﾅ1…………=:111j=il=llill，

ISe
年J

4旱:¨‾I゛……J

1万i召二万1万り

　゛ぶ　　

………　

l]言

：ＡＳＭＰ(アス。ンﾌﾟ)2003年度慰霊祭

ミ
ャ
ン
マ
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン

サ
イ
パ
ン



や

ＡＭＤＡ

Joumal

　　　2004

　　7月号

　　　◇

CONTENTS

表紙の写真:ASMP慰雪祭開催地

サイパン･ラストコマンドポスト

旧日本軍最後の司令部跡

AMDAr魂と医療のプログラム』国際会議2004

　　　　　　　　開催に寄せて

　　　　　　◇

AMDA代表　菅波

　　　　戦争が歴史となるためには三世代

　　　百年間を必要とします。戦争の当事

　　　者から孫まで生きた体験として語ら

　　　れるからです。アジアを基盤とする

　　　ＡＭＤＡにとって第二次世界大戦は未

　　　だに現在進行形の出来事です。理由

･kは二つあります。一つはアジアの支

　　　部のメンバーには戦争に巻き込まれ

　　　た家族および知人がいる事実です。

　　　二つめはAMDAの活動には戦争に関

　　　係した人達が次々に登場してくる事

　　　実です。

　最初の経験は1995年５月のサハリ

ン大地震救援活動の時でした。島で

あるサハリンに医療チームを派遣す

るためにチャーターしたコミュータ

一機は、第一次サハリン慰霊団が予

約していました。パイロットは第二

次世界大戦中にゼロ戦に乗っていま

した。「人を助けるために飛行機を操

縦することはうれしい」と感想を述

べられました。次ぎに大型旅客機を

ウラジオストックから岡山空港まで

チャーターして28トンの人道援助物

資をサハリン市民に提供しました。

茂

これがテレビによりサハリン全土に

放映されました。私達の通訳として

がんばってくれていたサハリン在住

の日本人の方がごわれました言おか

げさまで、三等市民の日本人でした

が胸をはって歩けます」と。ちなみ

に、一等市民はロシア人で二等市民

は朝鮮の人でした。

　次の経験は1998年に発生したパプ

アニューギニアの津波被災者救援活

動の時でした。被災場所であるウエ

ストセピック州アイタペの状況を教

えて下さったのは東に140km離れた

ウエワクのニューウエワクホテル総

支配人である日本人、川畑静氏でし

た。戦争中にウエワクを敗走した日

本軍の数少ない生き残りでした。

ＡＭＤＡの救援活動をテレビで見られ

た名古屋の遺族会の方からも電話が

かかってきました。「ウエワクを敗走

したのは名古屋の師団で生存率15％

だった｡歴史の語り部も少ない｡忘れ

去られるのが残念だ。資料を送るの

で保管して欲しい。記憶に留めてい

て欲しい」と。

　緊急救援活動の派道者の活動報告

にも『ウエワクは太平洋戦争で東部

ニューギニア作戦を通じて後方兵姑

の最大拠点となった地であり、当時

はラバウルと並ぶ最重要基地であっ

た。昭和19年４月、米・豪連合軍が

アイタペに上陸してからは、日本軍

は最後の砦を守るために死力を尽く

した。そのためウエワクからアイタ

ペにかけては戦没者は群を抜いて多

く（飢えや病気も含めて約＋数万

人）、あちこちに戦跡がある。過去の

日本軍のこの地での無念さを思うと

感慨無量だったが、我々も形を変え

てではあるが、緊急救援活動を一層

頑張らねばと思った｡』とありました。

　この他にも挙げればきりがありま

せん。岡山県ビルマ会からはミャン

マーにおける悲惨な出来事を聞かせ

ていただきました。

　　　　　　　　　（次ベージヘ続く）
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　いずれにしても､ＡＭＤＡとしてこれ

らの事実を避けて活動を続けることは

できません。なぜなら、ＡＭＤＡの基本

理念とも関係してくるからです。

AMDAは「多様性の共存」を理念とし

ています｡多様性の共存とは考え方や

物の見方が異なる人達がどうしたら一

緒に共存できるかということです｡苦

労を共にする人間関係であるパートナ

ーシップに答えがあります｡即ち、問

題を解決する過程において､尊敬と信

頼の人間関係を剔出できるからです。

　尊敬とは白分にないすばらしさを相

手に感じることです｡信頼とは決して

問題から相手が逃げないことを感じる

ことです｡一緒に苦労する問題として

「平和」を対象にしています。平和を

「今日の家族の生活と明日の家族の希

望が実現する状況」と定義していま

す｡この平和を阻害する要因として戦

争、災害そして貧困があります。

　AMDAは災害と貧困に関しては､保

健医療支援プロジェクトを世界各地に

おいて様々な支援形態で実施してきま

した。戦争に関しては、避難民救援プ

ロジェクトを実施してきましたが､戦

争そのものに関与するプロジェクトは

企画したことはありませんでした。

　ＡＭＤＡを設立した私個人としての

戦争に対する潜在的な意識は高校2年

生の時に､太平洋戦争写真集に同世代

の若い日本兵が砂浜に顔を半分うずめ

て死んでいる写真を見たショックでし

た｡今でもセミがミンミン鳴いている

夏の雰囲気をはっきりと思い出しま

す｡私が戦争に対する意識を更に向上

させたのは､ＡＭＤＡの源流である岡山

大学医学部クワイ河医学踏査隊のお世

話をしていただいた永瀬隆氏のお蔭で

す｡永瀬隆氏の泰面鉄道に従事した連

合軍捕虜および各国からの労務者に対

する活動でした。きびしい人間関係を

克服して和解と柑互理解にたどり着か

れるまでの長い道のりを傍で見させて

もらいました。多様性の共存に宗数的

要因がはずせない事実を経験しまし

た｡永瀬氏がタイの人達にクワイ河平

和寺院と命名された小さなお寺を寄進

された時から、タイの人たちの永瀬氏

に対する態度がより尊敬に満ち、より

信頼感が増したことです。

顧問であり、元フィリピン医師会長で

もある中国系フィリピン人であるプリ

ミティボ･チュア氏は10歳の時に、太

平洋戦争中のマニラ市街戦に巻き込ま

れた体験をされています｡チュア氏か

ら戦争で亡くなった人達の霊を敵味方

無く慰霊し､残された人達の平和のた

めに医療を提供するＡＭＤＡｒ魂と医療

のプログラム』（ASMP:アスンプ）が

提唱されました。

　第１回のASMP慰霊祭が2000年11

月にフィリピン、ミャンマー、カンボ

ジア、インドネシア、ペトナムの５ヶ

国で。第２回は2001年10月から11月

の間に、サハリン、インドネシア、パ

プアニューギニア、フィリピンの５ヶ

国で。第３回は2002年11月にカンボ

ジア、フィリピンの２ヶ国で。そして

第４回は本年２月から３月にミャンマ

ー、インドネシア、フィリピン、サイ

パンの４ケ国で、それぞれ、ＡＭＤＡ各

支部の協力の元に、日本からの聖職者

と現地の聖職者の温かいご参加によっ

て実現しました。

　第4［回目のフィリピンでのASMP慰

霊祭に参加していただいた篠原真祐氏

は「合同慰霊祭に参加したフィリピン

人が、日本人の聖職者が私達フィリピ

ン人のために祈ってくれてうれしいと

喜んでくれました」と報告されまし

た。多くの日本兵と現地の巻き込まれ

た人達の死が､合同慰霊祭を契機にし

て新しい人間関係を剔出したのです。

まさにASMPの本質を示唆するもの

でした。

　同じく、インドネシアでの慰霊祭を

準備してくれたＡＭＤＡインドネシア

支部長のタンラ氏は「今回の慰霊祭に

は、インドネシアの聖職者達と日本か

らの聖職者の方々と一緒に参加しまし

た。６つの宗教による『多宗教合同慰

霊祭』は、インドネシアでは画期的な

ことです」と連絡してくれました。イ

ンドネシアにおけるイスラム教とキリ

スト教の紛争に少しでもお役に立てば

ASMPの新機軸となります。ミャンマ

ー、フィリピンそしてインドネシア。

いずれの合同慰霊祭の場にも多くの地

元の人達に参加していただきました。

ASMPの趣旨を理解してもらい､新しい

人間関係を剔出するためです。

　聖職者の方々のご協力により魂の慰

　ＡＭＤＡインターナショナルの名誉　　霊祭がつつがなく行なわれるようにな

2　A/附)/□θ£jr77α/2θθ4.7

りました、特に第１回慰霊祭から第４

回まで連続して積極的に参加して

ASMPの形造りをしてくださっている

中島妙汪氏と大瀬戸泰康氏と平野恭助

氏にはあらためて感謝します。

　ＡＭＤＡにとって大切なのは医療の

実施です｡慰霊祭の行なわれている国

々においては既にＡＭＤＡの医療プロ

ジェクトも数々実施されています｡加

えて､今後の医療プロジェクトとして

「人材の育成」を考えています｡医療従

事者養成のための奨学金制度と小学校

に保健室を提供する学校保健プロジェ

クトです。

　奨学金の対象者としては、フィリピ

ンでは地域コミュニティで母と子の健

康推進に活躍しているミッドワイフ、

インドネシアでは東インドネシアの医

療を担当しているハッサヌディン大学

に学ぶ小さな島々出身の医学生です。

　日本の学校保健は非常に価値のある

コンセプトです｡ ASMPの対象となっ

ている多くの国々では教育システムと

医療システムは全く別のシステムとし

て運営されています｡小学生の時から

病気にならないための簡単な知識を教

えると､本人のみならず家族にも啓蒙

普及活動の成果が期待できます｡知識

は財産です。日本の成功モデルが教科

書です。この2つのプロジェクトはで

きるかぎり各国において､元の戦場に

近い場所で実施できるように企画した

いと考えています。実際、昨年から

AMDAが行っている［スリランカ医療

和平プロジェクト］においても

『AMDA健康新聞』の学校単位での配

布を通して､保健衛生教育を行ってき

ましたが､児童､生徒を始めその家族、

さらには学校や地域の保健機関からも

歓迎されています。

　ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』:

ASMP（アスンプ）はＡＭＤＡの数多く

あるプログラムの中でも極めて創設者

である私の個人的色彩の強いプログラ

ムです汀公の中の私」ともいえましょ

うか｡それだけに私自身も一生懸命に

全力をもってがんばりたいと思ってい

ます。

　末筆ながら、関係者の皆様方の温か

いご理解とご協力をお願い申し上げま

すと共に､皆様方のご健康とご発展を

心からお祈り申し卜げます。

Ｃ

41



や

声･

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ＡＭＤＡ〈魂と医療のプログラム〉国際会議２００４

AMDA Soul and Medicine Program : ASMP

時
所

日
場

開会

来賓挨拶

６月29日 午後３時～午後５時半

菅波　茂

岡山国際交流センター２Ｆ国際会議場

ASMP実施５周年を記念して

　　　　｢ASMPの歴史と展望｣

ASMPの総括と展望

総合司会 森田　恵子（フリーアナウンサー）

橋本龍太郎衆議院議員大山厚信秘書

熊代昭彦衆議院議員

菅波　　茂

　　　＊AMDAインターナショナル名誉顧問　Dr.Primitivo D. Chua

　　　　rASMPの父として｣

　　　＊AMDAインドネシア支部長　　　　　　D｢.Andi Husni Tanra

　　　　rAMDAインドネシアとASMP｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　休　憩

尺八演奏　　　　　　　　　　　　曹源寺　　　道明禅士

ゲストの海外活動紹介　　　　　黒住教　　　黒住宗道副教主

　　　　　　　　　　　　　　　　立正俊成会　池田貢一郎前神戸教会会長

　　　　　　　　　　　　　元陸軍憲兵隊通訳　永瀬　隆様

ASMP第一期４年間の活動状況－2000年から2003年までASMP慰霊祭報告

　　　インドネシア　　　　　　天台宗　　　寺田光寂様

　　　パプアニューギニア　　　天台宗　　　森展覧生様

　　　カンボジア　　　　　　　天理教　　　平野恭助様

　　　フィリピン　　　　　　　臨済宗　　　篠原真祐様

　　　ミャンマー　　　　　　　最上稲荷教　中島妙江様

　　　＊コーディネーター　　　AMDA　　　小池彰和

岡山空襲被害者と平和への祈り

　　　フィリピンSto NiFioParish教会カトリック司祭　　山頭奏種様

閉会挨拶　　　　　小池彰和

ASMP慰霊祭を素養寺で行うにあたって

　　　　　天台宗光日出奉養寺　寺田　光寂

　この度、日本におけるASMP慰霊祭を６月29日の岡

山空襲の記念日に戦争犠牲者のご冥福を祈る為に､慰霊

祭を泰養寺で行わさせて頃く事に為ったのですが､戦争

で命を落とされた人々の願いは｢平和な世界｣これに尽

きるとおもいます｡佛教では､すべて縁起によって成り

立っていると教えていますが､平和も逆に戦争による争

いがなければ平和と云う言葉もないかもしれません｡だ

からこそ、平和な世の中で有ってほしいと願うなら、戦

争の悲惨さと疎かさを忘れることなく伝えることによっ

て平和の有り難さを心に強く認識すれば､平和を守り引

き継ぐ事が現在の平和な日本の中で｢生かさせて頂いて

いる｣私たちの努めであるこ

とを忘れることはないでし

よう。

　そうしてまた､そうする事

が戦争の犠牲者に対する私たちの努めであり、義務

でありますが、この度AMDAの活動の一環として泰

養寺で戦争を思い起こし犠牲者の霊を慰め平和を願

う祭典を行う事になり、折りを多くの人々と共に捧

げることが出来ます事に感謝すると同時に、この事

が平和への祈りの声の輪として大きくなることに少

しでも役立って頂けたらと願っているしだいです。

七賢/)4jθ脚7犯/2θθ4.Z3



４ＡﾉIDAr魂と医T痩のプ1コグラム』国際会請2004

THE W'ORLD W'AR II AND MY YOUTH

　　　　　　　　Primitivo D. Chua､M.D.、Ed.D.

　　　　　　　Honorary Adviser､AX/IDA lntemational
　　　　　Former President､PhilippineMedical Association

　　lt was a quiet Monday noon of December 8,1941,when

l saw my mother cooking lunch while listening to a sma11

radio in the kitchen. l was then playing with my marbles at

the floor of our living room like any 6 year old would. Sud-

denly the music on the radio was interrupted by a blurting

frightening news “Pear1 Harbor had been bombed. ltis an

airraid on Pearl Harbor. This is no d岨1.”

　　　My mother started crying and could not continue to do

her cooking chore. She was nervous and very much afraid.I

could not understand why she would suddenly be very up-

set.A few minutes later, my father came home running, and

he too was very disturbed and obviously very much �raid.I

heard him saying “The war had broken out. The American

CampJohnHayinBaguioCitywasbombedatbreakfasttime，

followed by the bombing of DavaoCity/Within hours，

Basco，the capital of Batanes was already occupied by the

invading forces. That was how the war began and the rest of

the world was never the same again.

　　When the airraids began, war became a reality,andthe

instind of most Filipinos was to evacuate from the urban cen-

ters,which were seen as ta限ets for bombers. Families rushed

to train stations to escape. The uncle of my father gathered

immediately every member of the dan, numbering about 60，

and instructed my father to drive their company denvery truck

to carry allof us to the nearby provinces. Since then we were

like traveling gypsies moving away from one province to an-

other,whenever my parents would hear that the invading

soldiers are coming･

　　　VVhen the invading conquerors inexorably took over

nearly allthe major provinces and cities,Manila was dedared

an OPEN CITY on December 26，1941.0ur family retumed

to the defenseless city,which was no longer a military objec-

tive.The blackout at night was liftedand lights in every home

became alive once more. But it was the saddest Christmas

season of the time.

　　　The invaders tried to normalize the life of the people，

but it was a horrendous way of living for the victims of the

atrocitiesof war. Food was very scarce，specially rice. 0nce

my father brought home nve pieces of bread， they were as

hard as stones because of prolonged keeping. We were very

happy to see a breadonceagain.My mother had to slice the

hardened bread into several pieces and toast it over a burn-

ing charcoal. My parents and 拓ur brothers and sistersfeasted

on these slices of bread, which was a great luxury to find,to

eat and enjoy.

　　l was once by the window of our house with my brother

watching the passers-by， when suddenly we saw a horse-

drawn carriage which we ca11 “caretela” running at fu11

speed.Behind the compartment of the caretela, we sawthere

were two sacks full of rice, and right at its back were six young

menchasing山ecaretela.They had sharpened knives on their

4　がm/リθμΓμ�2θθ4.7

hands trying to continuously stab the sacks to let the rice

flow out. There Mzere sonle lvornenfollowing them to pick up

every bit of the rice particles and putting itin empty cans.

But there were also six soldiers running after the men and

hitting them with the butts of their rines on the heads. They

fen one by one on the roadside bleeding and died. lnstinc-

tively,l covered the eyes of my younger 5 year old brother

who was too young to see such atrocities－ the inhumanity

of man against man.

　　The height of the war in Manila took place on February

13，1945 － that an estimated 100,000 people out of the dty’s

population of one million died when 16,000 enemy troops put

the city to the torch and embarked on “an orgy of murder，

rape and atrocities/

　　　Myfamily,including my grandfather, uncles,aunties and

cousins had to run for our lives.l was then ten years oldバVe

became refugees of war and had to settlein one of the Chi-

nese school of Manila.

　　　Manila and the rest of the Philippines was liberated on

August 15，1945.The war has ended but not until an Ameri-

can B-29 bomber dropped the world's firstatomic bomb on

Hiroshima on August 6, 1945 and a second atomic bomb on

Nagasaki on August 9，1945.

　　After VVorld lvar ll was over, it took many years to heal

the wounds and the pains.lt took even more years to restore

peace，friendship and understanding among men of good-

wi11.

　　　W11en l met Dr. Shigeru Suganami in 1994 in Okayama，

we talked about what l saw in the VVorld VVar II. He was

younger皿ddidnotseewhatlwentthroughjvebothagreed

that million upon mimons of people, including me, who were

affeded by the heinous war, has sufferedfrom so much un-

told pains，hurt fedings and immeasurable mental tortures

through the yearsバve realized it has affected people even

down to the third generation.

　　Our talks that fatefulevening up to 3:00 am, becamethe

precursor ofthe AMDA Soul and Medicine Program （ASMP）

　　Today,at the sunset of my life,as l watch the lengthen-

ing shadow behind me， with gratitude in my heart and sin-

cere appredation to Dr. Shigeru Suganami and the Associa-

tion of Medica1 Doctors of Asia，l wish to send my kindest

expression for the establishment of ASMP as a “healing

grace” not only for thesouls of allthose who disappeared，

suffered,murdered,violated and died, but more importantly

for us …the remaining witnesses onvorld VVar II.l am now

healed，liberated and free. l hold no rancor nor hate in my

heart no more, but offer you allmy peace, love,gratitude and

栢endship with bowed head. Ivar kins and destroys mankind.

Ivar no more, but let world peace and brotherhood prevail.

’
Ａ
い
賢

（



第二次世界大戦と私の少年期
元フィリピン医師会会長・アムダインターナショナル名誉顧問

　　　　　プリミティボD.チュア　M.D.,Ed.D.

　あれは1941年12月８日、月曜日の穏やかな昼のことで

した｡小さなラジオに耳を傾けながら台所で昼食の準備を

している母を横目に、私は普通の六歳の子供と同じよう

に、床でビー玉を転がして遊んでいました。その時です。

ラジオから流れていた音楽が中断され､恐ろしいニュース

の実況中継へと突然変わったのです。

－「真珠湾が攻撃されました｡これは演習ではありません。

本当の空襲です」－

　　　　母は料理の手を止めて､その場に泣き崩れてしまいまし

　　　た。不安と恐怖に見舞われた母を見て、私は、彼女がなぜ

　　　突然そのように取り乱したのか理解することが出来ません

　　　でした。数分後、父が息を切らして家に舞い戻って来まし

･k　た。母同様､父も大変取り乱した様子で不安の色を隠せま

　　　せん。「戦争が始まった。バギオにあるジョン・ヘイ米軍

　　　キャンプが今朝奇襲攻撃を受け､続いてダヴァオの町が攻

　　　撃されたらしい｡」父がそう告げました。数時間の内にバ

　　　タネス州の州都･バスコが侵略軍によって陥落し、戦争は

　　　次第に本格化の一一途を辿ったのです｡その日を境に世界は

　　　かつての世界から一変し､二度と元に戻ることはありませ

　　　んでした。

　空襲が始まると、戦争も日々の現実となりました。爆撃

の標的となる都市部から非難する必要性を本能的に感じた

フィリピン国民の多くは､駅へと殺到しました。父の叔父

は六十余名を数える一族全員を即座に集め､一族が経営す

る会社のトラックに全員を乗せて郊外へと避難するよう父

に指示しました。その日から、侵略軍がやってくるという

噂を聞きつける度に､私たちは流浪するジプシーのように

各地を転々とすることになりました。

　　　　非情にもフィリピンの主要な州･都市のほとんどが侵略一　

軍の手に落ちていく中、1941年12月26日にマニラが非武

　　　装都市宣言を発令しました。私達一家は、軍事介入がなく

　　　なった無防備都市マニラヘと戻り､夜の町には再び灯が戻

　　　りました。しかし、その年のクリスマスほど悲しいクリス

　　　マスはありませんでした。

　侵略者達は人々の日常生活の回復を図りましたが､それ

は人々が残虐行為の犠牲となるような大変恐ろしいもので

した。食糧、特に米の需給は乏しく、一度父が五斤のパン

を家に持ち婦ったことがありましたが､それらは長期に渡

って保存されていたせいか､硬くて食べられる代物ではあ

りませんでした。しかし、久々にパンを口に出来るとあっ

て、私達はとても喜びました。母は硬くなったパンを数枚

に切り分け、火を灯した木炭の上でパンを焼きました。父

と母、四人の兄弟達は焼きあがったトーストにかぶりつ

き、至福の一時を昧わったのです。

　ある日、私は弟と家の窓際に座り、外を行き交う人々を

眺めていました。その時です。‘カレテラ’と呼ばれる運

搬用の馬車が物凄い速度で駆け抜けていくのを目撃しまし

た。馬車の荷台には満杯の氷袋が二つ、そのすぐ後を六人

(翻訳　近持雄･郎)

の若い男達が追いかけていました｡彼らは皆鋭い刃物を手

にしており､米袋を絶えず突き刺してこぼれ落ちる米にあ

りつこうとしていたのです。一方で､彼らの後には数名の

女達がこぼれ落ちた米の一粒一粒を空き缶に拾い集めてい

ました。しかし、その後ろを同じく六名の兵隊達が追いか

けてきて､米にありつこうとした男達の頭を次々にライフ

ル銃で殴り倒しました｡男達は血を流しながら道脇に散り

散りとなり、死んでしまったのです。私は、このように、

人が人に対して行う残虐行為を幼い弟に見せまいと､咄嵯

に五歳年下の弟の目を覆いました。

　マニラは1945年２月13日に戦時中のピークを迎えまし

た。一万六千からなる侵略軍によって街には火が放たれ、

殺戮や強姦などの残虐行為が繰り返された結果､都市の総

人口百万人の内、およそ十万人が亡くなったのです。

　祖父、叔父達、叔母達、従兄弟達を含む私の一家は、生

きるためにともかく逃げ惑うほかありませんでした｡その

時、私は十歳でした。私達は戦争難民となり、マニラ市内

の中華学校に身を寄せました。

　マニラを始めとするフィリピン全土は1945年８月15日

に開放されました。 1945年8月６日、アメリカ軍のB－29

による広島への世界初の原爆投下、続いて８月９日の長崎

への原爆投下により、この戦争は終局を迎えました。

　第二次世界大戦が終わった後､戦争で負った傷や痛みを

癒すには長い月日がかかりました。それ以上に、平和や友

好関係､信頼関係を回復するためには､更なる時間が費や

されることとなったのです。

　私が1994年に菅波茂先生と岡山でお会いした時、私達

は､私が第二次世界大戦で目にした光景について語り合い

ました。菅波先生はお若く、私が経験した惨劇を目の当た

りにしてはおりませんでした。‘この憎むべき戦争によっ

て、名伏し難い痛みや傷を心に負い、長年に渡り精神的苦

痛を強いられている人々が、私白身を含め大勢いるノ私

達はお互いの認識を同一のものとしました。そして、これ

ら戦争が残した傷跡は三世代先まで影響を及ぼすものであ

ると白覚したのです。

　人生の夕暮れ時を迎えるにあたり、今日、菅波茂先生な

らびにAMDAに感謝の意を表して、ＡＭＤＡｒ魂と医療の

プログラム』の実施が、戦争により行方不明となられた方

々、殺戮や強姦などの残虐行為の犠牲者となられた方々、

戦闘で命を落とされた方々の鎮魂のためのみならず､私の

ような第二次世界大戦の生き証人にとっても重要な［癒し

の祈り］であることに、厚く御礼申し上げます。現在、私

の心は癒され、開放され、自由です。怨恨や憎悪は今の私

の心にはあらず、愛と平和、感謝と友好親善を願い、皆さ

んに深く頭を下げる次第です｡戦争は人間に殺戮と破壊を

もたらします。戦争の根絶を願い、平和と兄弟愛が世界に

広まりますように。

　　　　　　　　　　　　　　　　　zW/Mjoru/2θ佩Z5
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Report ofAMDA lndonesia
　　　　　　Dr.A.H.Tanra

The PresidentofAMDAlndonesia

Vyhen AMDA was founded in 1984， the main purpose of

AMDA's activitieswas to help war rehlgees or victims of natu-

ral disaster especiany those of the earthquakes. ln the last

twenty years, the advities of AMDA have expanded in size

and content encompassing various activitiessuch as AHC

(AMDA Hospitals and Clinics),ABC(AMDA Bank Complex)

，ACT(AMDA Center for Training)，AMMM(AMDA Multi-

nationa1 MedicaI Mission)andASMP(AMDASouland Medi-

cine Program.)

The philosophy of ASMP is based on a religious philosophy

of the orient, in which human being is believed to consist of

three dimensions: body， mind and soul. MrHO defines

“health” as a state of complete physical, mental and social

wen4〕eingandnotmerelytheabsenceofdiseaseorinをmity･

To this definition of “health” l would like to add the most

important part,which is the health of our soul. Healthy soul

means good relationship with God. Any religion，including

lslam,believesthatinordertorecovertomanydisease,one

has to be treated holisticallyincorporating body， mind and

SOUI.

HolisticmedicinehasnowbecomepopularinEuropeancoun-

tries and in the united States where health care system fos-

ters a cooperative relationship among an those involved, lead-

ing toward optimal attainment of the physical, mental，emo-

tional，socialand spiritual aspects of health. ln this aspect，

ASMP is AMDA’s message to the world as a proponent of

holisticapproach to health｡

　　Contribution of AMDA lndonesia to ASMP activities:

1.Soul Activities

AMDA lndonesia has carried out three ASMP activities，at

firstin the year 2000, secondly in 2002, and very recently this

6　AMDA Joumat 2004.7

February.Thisye�s ASMP activitywas held on February

24ttland 25tMn Makassar of South Sulawesi. The event con-

sisted of two ceremonies. The nrst ceremony was conducted

byAMDAlndonesiaunderthethemeofinterre1汝ious prayer

in which Moslem, Protestant,Catholic,Hindu,Buddhists and

Tenrikyo priests and believers gathered in one room and

prayed together. FromJapan，Reverend Sekine and Rever-

end Hirano attended the ceremony as the representatives of

lennkyo.

The second ceremony was held in Malino, located around 75

kmii･om Makassar. ltwasattendedbylocalresidentsmostly

children who were given small presents at theend of the re- 1

1igious rituals.

2.Medical Activities

SincethefoundationofAMDAlndonesiainthebeginningof

1991，we have been engaged in many domestic as well as

overseas adivities related to earthquake, flood and dvil strife，

such as in the nood in Malaysia (1997)，for the Afghan refu-

gees(2002)and very recently, in the lranian earthquake that

occurredattheendoflastyear.AMDA lndonesiaﾕs partid-

pation in humanitarian relief activities includes dispatch of

medical doctors, free medical treatment and distribution of

medicine with the support from AMDA Headquarters.

3.Future Activities

　　(Scholarship forMedical Students of lndonesia)

After the economic crisis of 1997, itis estimated that 40 mil-

lion people in lndonesia are living below the minimal stan-

dard of living. Many of the students， particularly medical

students，are not able to continue their study to the univer-

sitylevel because of economic problem. Moreover,autono-

４



　　　mous policy of the universities，the tuition fee has become

　　　increasingly high，even at the national university･

　　　ln view of this present situation，last year l proposed Dr.

彝，Suganami，the President of AMDA lnternational， to estab-

　　　lish a scholarship foundation for medical students who have

　　　high academic standing but are in need offinancial assistance.

　　　This scholarship is expected to start this year (new student's

　　　enrolment in lndonesia startsin July each year).This kind

　　　of scholarship is very new in lndonesia because most of the

　　　scholarships are o111red to elitestljdentstom weU-to-do fami-

　　　lies.ln other words most of the scholarships go to upper-

　　　class fammes who do not actually need them. The following

　　　conditions are suggested in order to obtain the scholarship:

?･

1.The scholarship shallbe awarded to medical students who

　　have high academic standing but are in need of financial

　　assistance to continue their study.

2.Candidate students shall be from the eastem part of

　　lndonesia.

3.Recipients shall not apply or receive any other

　　scholarship.

4.The duration of scholarship shan be limited to

　　approximately seven years.

5.The scholarship shall cover the living expense and tuition

　　inthe amount of ￥7,000/month.

6.Alumni shall become future AMMM doctors.

7.Those awarded the scholarship shaH repay the fullamount

　　aftercompletion of their study.

8.The repaid amount shall be used to support future

　　scholarship‥

l do hope this will be used as the international model of any

scholarship foundations including Monkasho scholarship.

Using this model, we may succeed in narrowing the gap be-

tween the poor and the rich， as we believe education is the

first step in the changes for the better － for better quality of

nfe for a better future for a11.

AMDA jountal 2004.77
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　　ＡＭＤＡインドネシアとASMP

AMDAインドネシア代表　　Dr.A.H.タンラ（翻訳　近侍　雄一一郎）

　1984年設立当初のAMDAは、戦争避難民や地震等の自

然災害に遣われた方々への救援を主な活動としていまし

た。その後二十年に渡り、ＡＭＤＡは、地域保健医療支援、

生活向上/自立支援、人材育成、緊急救援時多国籍医師団

の派遣、そしてＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラムjと活動の

幅を広げてきました。

　ASMP『AMDAr魂と医療のプログラム』）の精神は、東

洋の思想に根差した非常に宗教的なものです。つまり、

「知､徳、体」という三人要素が「人となり」を形成する基

盤であると信じられています。 WHO （世界保健機関）は

「健康」を次のように定義付けています。「完全な肉体的、

精神的、及び社会的福祉の状態であり、単に疾病または病

弱の存在しないことではない］（日本語訳：昭和26年官報

掲載）。私は、この健康の定義に「健全な魂」という最も

大切な部分を付け加えたいのです。「健全な魂」とは、自

己と神との良き繋がりを意味します｡イスラム教を含むい

ずれの宗教においても病気を治癒する際に重視されるの

は、［知、徳、体］を軸とする全人的（ホリスティック）概

念です。このホリスティック医療は今や､欧米でもよく知

られ､ヘルスケアーシステムがこれら全ての相互関係を育

み、身体的、精神的、感情的、社会的、そして「魂」とい

った健康の要因を健全な状態に導いています｡ＡＭＤＡもま

たＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』においてホリスティッ

ク医療を実践してきました。

　ASMPの活動に対するAMDAインドネシアの関わり

１．「魂」への支援活動

　AMDAインドネシアでは、2000年、2002年、そして今

年のﾆ｡月と三回に渡り、ASMP慰霊祭を行ってきました。

この度は、２月24日と25日に、南スラウェシ島のマカッ

サルにおいてASMP慰霊祭を二回行いました。その第一回

目はAMDAインドネシアによる「宗教間合同慰霊祭」が行

われ、イスラム教、プロテスタント、カトリック、ヒンド

ウー教、仏教、天理教の信徒が一室に集い、共に祈りを捧

げるものでした。日本からは天理教の代表として、平野・

関根雨氏がご参加下さいました。

　二回目の慰霊祭は､マッカサルからおよそ75キロ離れた

マリノで行われました｡慰霊祭には地域の子ども達が主に

参加し、慰霊祭の後、子ども達へささやかな贈り物が配ら

れました。

２．医療支援活動

　ＡＭＤＡインドネシアが1991年初めに設立されて以来､私

達は国内外において、地震や洪水、内約などに関連した数

々の支援活動を行ってきました｡ 1997年にマレーシアで発

８　Åﾉ咀Mjomα/2θ㈲.Z

生した洪水､2002年のアフガニスタン難民､最近では昨年

末に発生したイラン南東部大地震における被災者への緊急

救援活動などです。これらのAMDAインドネシアの人道

援助活動は､ＡＭＤＡ本部の支援の下､医師を現地へと派遣

し、無料診療と医薬品の提供を行ってきました。

３．これからの活動

　1997年から深刻化したインドネシアの経済危機以降､約

四千万人の人々が最低水準以ﾄﾞの生活を送っているといわ

れています。多くの生徒、特に医学生は、経済的な問題に

よって大学教育まで継続して就学することができません。

さらにそれぞれの大学の経営方針でヽ学費は国立大学でも　4y

高騰の一途を迪っています。

　このような状況を憂い､十分な知的能力を有しつつも経

済的に恵まれない医学生を支援するため、昨年、私は、

AMDAインターナショナル菅波代表に奨学金制度の設立を

提案しました｡この奨学金制度は､今年から開始される（イ

ンドネシアでは７月が学年度開始月）予定です。また、こ

のような奨学金制度は､インドネシアでは新たな試みとい

えます。何故なら、通常の場合、インドネシアでは、奨学

金制度は裕福な家庭出身の優秀な学生に提供されているか

らです。つまり、ほとんどの奨学金は、奨学金を必要とし

ない恵まれた家庭に支給されているのです。

　以下がこの奨学金を受けるための条件として提案されま

した。

１．この奨学金制度は、十分な知的能力を有しつつも経

　　済的苦境にある生徒を対象とするものである。

２．志願者はインドネシア東部の出身者とする

３．奨学金を受ける者は他のいかなる奨学金の申詰また

　　は受領をしないものとする。

４．奨学金の支給期間は約七年とする。

５．この奨学金は、生活費、学費として月額七千円を負担

　　するものとする。

６．奨学金を受けた者は、将来的にＡＭＭＭ（ＡＭＤＡ多

　　国籍医師団）の医師となるものとする。

７．奨学金を受けた者は就学を終えた後、全額を返済する

　　ものとする。

８．返済された奨学金は、新たな学生の奨学金に充てるも

　　のとする。

　私は、この奨学金制度が、文部科学省の奨学生制度を始

めとする他の奨学金財団の国際的なモデルとなることを願

っています。このモデルを実践することは、貧富の格差を

無くすことに繋がります｡教育は､ＡＭＤＡが提唱する平和

の定義「今日の家族の生活と明日への希望が実現できる状

況」を実現する始めの一歩であると私は確信しています。
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　　　　　　　一慰霊祭報告－

第４回ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』：ＡＳＭＰ慰霊祭へのメッセージ

インドネシア･ミャンマー･フィリピン･サイパン４力国での慰霊祭において

以下のメッセージがAMDA担当者により参加者に伝えられました。

　本日は、ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』:ASMP（アス

ンプ）の合同慰霊祭にご参加いただき、厚くお礼中し上げ

ます。ASMPの慰霊祭は、今回で４年目を迎えました。今

年度は、インドネシア、ミャンマー、フィリピン、サイパ

ンで行われます｡慰霊祭開催に向けてご尽力いただきまし

たすべての方々に心から感謝いたします。

　AMDAは、1984年に設立されてからこれまで、アジア

各地で緊急人道援助ならびに貧困対策など多くのプロジェ

クトを展開してきました｡20年にわたる活動の中でＡＭＤＡ

は､第二次世界大戦の影響が各地に残っている現実を目の

当たりにしてきました｡そしてこの戦争に巻き込まれた人

々の深い心の傷とも向き合ってまいりました。戦後58年、

第二次世界大戦は､まだ､過去の歴史にはなっていません。

　しかし、現在の日本は、戦禍を被った現地の人々やその

家族のこと、そしてアジア各地に置き去りにされている

　　　300万柱の日本兵の遺骨の事も忘れ去ったように見えます。1!|･y　　

そして今も世界各地では､無用な戦いや無差別のテロが

繰り返され､将来を残したまま命を落としていく紛争犠牲

者の数は、年々増えるばかりです。涙を流すのは残された

家族です。このような報復と悲しみの連鎖を断ち切るの

は、「戦争に勝者なし」という教訓を過去の歴史から学ん

だ私たち世代の責任です。

　本日は、日本と現地の宗教者の方々のご協力により、こ

こに第二次世界大戦で亡くなられたすべての人々のご冥福

をお祈りいたします｡犠牲者の魂やその関係者に「あなた

のことを決して忘れていない」というメッセージを伝えた

いと思います。そして、この合同慰霊祭にご参加いただい

た方々のご家族の幸福と､明日への希望が実現できる平和

な世界をめざして、AMDAは、保健医療、人材育成、生活

環境向上の支援を実施してまいります。

　今後とも、このAMDAr魂と医療のプログラム』にご理

解を賜り、ご関係者の皆様のご指導とご支援をよろしくお

願い申しあげます。本日は大変ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　AMDA代表　菅波　茂
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　　To our guests of honor, ladies and gentlemen， lwould

like to express my deepest gratitude to allof you attending

this memorial service today. This joint memorial service is

part of AMDA's Soul ＆Medicine Program，which we ca11

ASMP.This year marks the fourth year of the program and

its memorial services wm be held in four sites: lndonesia，

Myanmar,the Philippines and Saipan. l would also like to

take this opportunity to extend my sincere thanks to allthose

people who have worked hard and long for the opening of

the memorial events.

　　Since itsinception in 1984, AMDA has been engaged in

emergency reliefeffortsand development projects in poverty

reduction and various other fields. ln the 20-year-service to

the Asian local communities， AMDA has witnessed tragic

consequences ofWorld War ll and the deep scars it has left

in the hearts of many. Fifty-eight years have passed since

the end ofVVWIl but itsimpact is stm present and has not yet

become the story of the past.

　　　However,in present,day Japan, the tragic consequences

as seen in the suffering and sorrow of the innocent local

people and three mimon remains of the fallen Japanese sol-

diers stillmissing in these affeded places have faded away

as memory of the past event.

　　　And now as l deliver the message to you， disputes and

indiscriminate terrorist attacks continue, ever increasing the

number of victims shattering the hopes and dreams of the

young. yVe must break this chain of retaliation and tragic

acts of violence. This is the obligation of our generation as

the ones who have leamed from the past that there are no

winners in war.

１
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｜

　　Together with the religious leaders who have gathered

heretoday,l would like to dedicate my prayer for allthe vic-

tims of World War II. To allthose who lost their lives in the

war and also for those stm suffering,let us tellthem loud and

clear that we will never forget them.

AMDA wm continue itswork in health, education,and devel-

opmental projects for a peacef!11 world in which today's hap-

piness and tomorrow's hopes can be realized.

　　　lndosinglwouldliketoaskeachoneofyoutojoinme

in the prayer for the dead and living victimized by the war

and for peace in the world. l thank you very much for your

understandingandcontinuedsupporttowardAMDASouland

Medicine Program.

ＡＭＤＡＪ(刑ma1 2004.7９
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2003年度ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』:ASMP（アスンプ）の慰霊祭は、ミャンマー、インドネシア、フィリ

ピン、サイパン、４カ国、８箇所で行われました。実施日、慰霊祭の場所、参加者は以下のとおり。

　ミャンマー

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

２月10日

天理教

平野鉄之助様

小池　　聴様
山下　司郎様

ミョキンター村憎院

参加者数300名

鈴木悛介・岡安利治

藤田真紀子・木下真絹子

２月11日 同上 ミランビャー村　参加者数350名

インドネシア

実施日 参加者名 実施場所 ＡＭＤＡ担当者

２月25日

天理教

（イスラム教･カ
トリック・プロテ
スタントヒンド

ウー教･仏教）

平野恭面様

関根慶二様

渡辺目本国総領事

マカッサル

Wahidin Sudirohusodo Hospital

参加者数150名

Dr.Tanra
Ms.Squni

２月25日

天理教

平野恭助様

関根慶三様

マリノ

Batulapisi　Mosque

参加者数110名　］fども100名

フィリピン

実施目 参加者名 実施場所 AMDA担当者

３月６目

臨済宗

篠原真祐様 ヌエバシハ州カバナトァン

PangatianConcentrationCamp

参加者数　約200名

Dr.Chua

LUZNNET

Ms.FeJuane

カトリック 山頭泰種様

サイパン

実施日 参加者名 実施場所 AMDA担当者

２月10日

最上稲荷教

中島妙汪様

大瀬戸泰康様

テニアン島

旧日本軍航空作戦本部跡

難波　妙

２月11日

同上
同上

バンザイクリフ

スーサイドクリフ

ＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』とは

　AMDA Souland MedicineProgram:ASMP（アスンプ）

　AMDAでは緊急救援活動をとおして、かつて第二次

世界大戦に巻き込まれた人々の心と現実に［占］き合って

きました。 AMDAの名誉顧問であり、元フィリピン医

師会会長である中国系フィリピン人のプリミティボ・

チュア氏からAMDAの人権と平和の定義を機軸とし

た､AMDAr魂と医療のプログラム』が提唱され､2000

年より回始しました。

　AMDAの人権の定義とは､相手の存在を認めること

です。具体的には「あなたを忘れていません。あなた

を必要としています」です。

　AMDAの平和の定義とは、「今日の家族の生活と明

10　AAがMjθμΓμ�2θθ4.７

日の家族の希望が実現できる状況」です。家族の生活

とは食べられて健康であること｡希望とは子どもに教

育を受けさせることです｡この平和を阻害する要因と

して、戦争・災害・貧困があります。

　AMDAr魂と医療のプログラム』は、アジア各地の

平和構築を目的としています。

　第二次世界大戦の戦没書の人権については魂の永遠

性を専門とする聖職者による合同慰霊祭を､戦争に巻

き込まれた人々の家族にはAMDAによる医療を通し

た平和の追求を行おうとする､聖職者の方々との合同

事業です。
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ミャンマーでの慰霊

　　　　　　　　　　　◇

静岡県焼津市天理教東益津分教会　小池　聴

　ＡＭＤＡの依頼を受けて､平野､小池、

山下の3名が天理教教師としてミャン

マーASMP慰霊祭に出発したのは去

る２月８日でありました。何分にもミ

ャンマー事情については､無知であり

ます故に不安でありましたが、幸い

ＡＭＤＡ事務局のまことに詳細にわた

る説明を頂き、思いも新た、３名は心

を一つに揃えて慰霊の勤めを果たさせ

ていただこうと決意したのでありま

す。さて、ミャンマーと言えば旧ビル

マ､「ビルマの竪琴」の小説ドラマしか

知識のない者でありますから多少なり

とも国情を知りたいと思

い、また慰霊ということも

考えて2､3冊の戦記を読ん

だのであります。

　なんと、ビルマ戦に出兵

した数33万名、うち戦没者

が19万名であったという

ことには驚いたのでありま

すが、そのほかにもフーコ

ン谷地の戦、雲南省拉孟レ

騰越､龍陵の戦とビルマ北

方において展開された戦い

は想像を絶するものであり

ました。乏しい武器、食料

補給のない戦いであります

　　　から、進軍すればするほどや　

に窮状が増し､その犠牲者も多かった

とおもわれます｡一時は56年間のイギ

リス支配から開放してくれた日本軍に

たいして喜びの歓迎を受けたものの、

ビルマ義勇軍を核としてビルマ防衛軍

の編成をし、ビンタ､鉄拳による訓練、

一方では農産物である米､綿を組織的

に収奪、占領3年目に開始されたイン

パール作戦では､農民が最も大切にし

ている牛を何十万頭も徴発したという

ことであります｡まさにインパール作

戦はビルマ軍が反乱を起こし連合軍側

についてしまった事が敗戦の原因にな

っていると言われています。

　私はこれらの事から推測して､過去

の行為を持った日本人に対しての深い

感情はどんなであろうかと不安もひと

しお｡心配の気持ちでヤンゴンに到着

したのであります。しかし、意外にも

空港内を走る車､市内を走る車の90％

は日本車の年代物。しかも、日本文字

塗装はそのままで使用していることに

驚いたのであります｡またミャンマー

宗教者への表敬訪問の際には40分間

も話が弾み､実に和やかであったこと

は今なお印象深いのであります。

　ヤンゴンのＡＭＤＡトレーニングセ

ンターにて鍼灸プログラム視察を行い

感銘したのでありますが､現地研修生

か真剣に学び臨床実習している姿か

ら、日本人医師の常々献身的な努力か

ら生まれる深い信頼関係があることに

感動したのであります。

　次にニャンウーからパコックに入

り、荒涼たる耕地を左右に眺め、でこ

ぼこ道を走りミョキンター村寺院に到

着。300人程の歓迎を受け、寺院本堂

に安置されている仏像の正面に、日本

から持参した御社を設置し､御供物を

献じて､天理数式にて慰霊の祭儀を厳

粛に勤めさせて頂きました。引き続

き、ミョキンター村およびベイジー村

の僧侶又住民と懇談した析､80歳から

90歳位の村のお年寄り十数名が私共

を待ち受けて､当時の日本兵の様子等

を語ってドさったのであります｡意外

にも「日本兵はとても優しく、西瓜が

とても好物で何度となく食べてもらっ

た｡わしはお礼に手ぬぐいをいただい

た。また目本兵の所に行く度、いつま

でも一緒にいるとおまえ達も攻撃され

るから？く婦れと旨って俺達を気遣っ

てくれた｡」と涙して真剣に真実を語

る面持ちには私達も感涙し頭の下がる

思いでありました｡ベイジー村であろ

うか日本兵の遺体を発見して埋葬して

くださった場所に案内され､私共は各

々に線香を手向け､当時のご苦労を偲

び､心からご冥福をお祈りしたのであ

ります。

　次にニャンウーに戻り、ミランビャ

ー村寺院に到着。これまた驚きまし

た｡寺院の参道両側に少年少女たちが

整列。花束を手渡してくださり、音楽

や村踊りを交えての先導で

賑やかに出迎えて下さった

のであります。寺院本道に

は「日本のおこきやくさま

どうぞいらっしゃいませ」

と日本語の誤字はどうあろ

うと想いのこめられた横断

:……二∧……幕が張られており、総勢350

:1千人くらいの村人の参集の中、

j…………
Til'.･J･i先の寺院と同じ式にて慰霊

の祭儀を勤めさせていただ

き、僧侶と共に昼食を馳走

になったのであります。

　次にミエニ村等のＡＭＤＡ

巡回診療地を視察したので

あります｡何と一日に200人

ほどの患者が殺到し順番がくるのを黙

々と待っています。その姿から、いか

に現代医療から見放されていたかを思

い知らされたのであります。同時に

ＡＭＤＡの現地人医師が寸暇を惜しん

で診療に精励している姿には心から敬

意を捧げるものであります。

　４泊５日の日程を通して、どの場所

にあっても､崇高なる理想のもと活動

を推進展開しているＡＭＤＡのスタッ

フの面々が一心､一体となって努力し

ている姿には心から敬服するところで

あります｡加えて現地にて心温まるま

でにお世話いただきました、鈴木部

長、岡安氏、藤田女史、ならびに現地

スタッフの皆様方の御厚意に厚く、厚

くお礼を申し上げ､次回を心待ちに筆

を止めます。

Ａ訂訪4/θμΓμα/2θ㈲.711
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インドネシア合同慰霊祭参加記

天理教本雄分教会

　２月24目、インドネシア、スラウェシ島のウジュンパン

ダンで行われたASMP合同慰霊祭に参加させていただきま

した。ベトナム、フィリピン、カンボジアに続いて４回目

です。

　私はAMDAの活動には直接参加したことはないのです

が、大学卒業後、天理教の派遣で、JVC（日本国際ボラン

ティアセンター）のインドシナ難民救援活動に参加し、タ

イのパナニコム難民キャンプにしばらく滞在したことかあ

ります。それで、４年･前に平野氏より、ASMP合同慰霊祭

に宗教者天理教人として参加してみないかと誘われた時、

二つ返事で参加を決めました。（もっとも、昔から、良い

ことも悪いことも、平野氏のお誘いには犬抵のりますけ

ど｡）やはり、ASMPは私の日ごろの信仰信念にフィット

するものでして、平野氏よりAMDA菅波代表の「魂と医療

の救済｣という信条をお聞き

し、ASMP合同慰霊祭の、魂

の救済の部分に多少なりとも

お手伝いできることを､心よ

りの喜びとし、ここのとこ

ろ､次の合同慰霊祭が待ち達

しいほどです。

　私は仕事柄(旅行会社を経

営しています)海外に出る機

会は多いのですが､今回のス

ラウェシ島､マカッサルと聞

いた時、どこ？と、一瞬戸惑

いました｡そして､そこが､学

生の頃､地理で習ったインド

ネシアのセレベス島で地図に

はウジュンパンダンと載っている都巾である、と知ったの

はしばらくたってからでした｡今回はどこに行くの？と娘

に聞かれ、ニューギニアの近く、と答えると、「ゲッ！あ

のペニスサックの人たちのいるところ？」と云われ、マカ

ッサルのイメージが全くなかった私は、おみやげに、ぺ二

スサックでも買ってくるか」と言い残して日本を発ちまし

た。２月23日にガルーダで成田からバリに入り、その夜、

平野氏と合流。翌24日、1時間ほどのフライトでマカッサ

ルについたのは午前10時過ぎでした。

　空港にはＡＭＤＡインドネシアのDr.タンラの息子さん

と、スタッフのMr.マスードが出迎えてくれ、そのまま会

場のワヒディン病院に向かいました。前日、平野氏より、

マカッサルは、スラウェシ島第一の都市で、人□100万人

以トと聞いていたとおり､街の中はマレーシアの地方都市

そっくりで、ペニスサックの人など一人もいませんでし

た。ワヒディン病院はとても大きな病院で、まず、Dr.タ

ンラにお会いし、今日のスケジュールを伺いました。

ASMP合同慰霊祭は､いつもあらかじめＡＭＤＡより日程表

をもらっているのですが、その通りになったためしはな

く、カンボジアでは１時間も空港で持ったこともあり、は

じめは不安でしたが、スタッフ紹介、会場案内などなど、

いくつか変更はあったものの、Dr.タンラのきちんとした

対応ぶりに今回の合同慰霊祭の成功を確信しました。
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　関根　慶三

　控え室で、教服（天理教の儀式を行う服）に着替えまし

たが、本来は黒い教服が、今回は特注のからし色！　平野

氏の、現地の人々に安心を与える色という配慮からも、彼

のASMPへの意気込みを感じました。

　今回の慰霊祭は、マカッサルの日本国総領淑、渡辺泰勝

氏も主席され､「MULrYFAITH PRAYING CEREMONY」

とプリントされた横断幕の前で、我々天理教２名の他、イ

スラム教、カトリック、プロテスタント、ヒンドゥー教、

仏教と6教派の聖職者がそれぞれのやり方で慰霊の儀式を

執り行いました｡病院のホールには病院関係者も大勢参加

し、テレビクルーもきており、中々の盛況裏のうちに、約

２時間の式典もお開きとなりました。 Dr.タンラが「6つの

宗教が１つ所で式典を行ったのは、初めてのことです。本

当にすばらしい」と何度も喜びの声をあげていたのがとて　ど

も印象的で、イラクやパレ

スティナの惨状など、世界

中での多くの紛争解決の手

立てになればと願った次第

です。

　25目はDr.タンラの別荘

のあるマリノ（マカッサル

より75Km、車で2時間）で

も慰霊の式をやってほしい

とのことで、朝から出発し

ました。山道をあがってい

く途中、方々に洞窟のよう

な穴があります｡ Mr.マスー

ドより、「これは日本軍が戦

争中隠れた穴です」と説明

を受けるにつけ、こんな山の中まで兵隊さんたちが来たの

かと驚くとともに､段々畑と穏やかな現地の人々の笑顔の

むこうにある､悲しい一時代を垣間見たような気がしまし　4゛

だ。午後から大雨の為､野外で予定されていた式典は中止

になりましたが、Dr.タンラのご寄付によって作られたモ

スクや幼稚園を見学し、JICAで派遣されている日本の方々

と交流を持ちました。

　26日､いよいよ最終日｡マリノからマカッサルヘの帰途、

「日本の日東紅茶の工場があるから見ていかないか」と言

われ上がって行くと、建物こそオンボロだが、見渡す限り

のお茶畑､お茶畑､お茶畑｡いったいどれくらい広いのか？

茶摘の時は、近郷一体の人たち数千人が集められ、日給80

円で働くそうです。私達が日本で飲むティーパックが、こ

んな所から来ていたとは！世界中がグローバル化している

現代の様を、こんなところからも感じられました。

　この原稿を書いている最中、イラクで日本人3人が誘拐

された、というニュースが飛び込んできました。アメリカ

の正義、イスラムの正義、正義と正義の中、翻弄される人

々。自分には明確な解答は出せないけれど、日々の信仰生

活そしてASMPの活動によって､少しでも世界が平和に向

かって行けばいいなぁと念じて今回の報告記といたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　2004年４月９日



ASMPフィリピン慰霊祭随想

蔭涼寺副住職　篠原　真祐

　　　　謹啓、この度ASMP慰霊祭に参加しましたので､御報告

　　　申しLげます。

　　　　恥ずかしながら､先ずは簡単に自己紹介を｡小生､岡山市

　　　内にあります小さな禅寺の副住職をしております。京都･

　　　南禅寺での修業等を経て現職となって約５年になります。

　　　幸い住職が元気にしておりますので､時間を見つけてはゴ

　　　ソゴソと､寺という箱を拠点にしまして色々と手悪さをし

　　　ております。例えば純粋に「音を楽しむ音楽」や何百年も

　　　の長い間人々の生活に根付いた「民族音楽」の催し、また、

　　　寸分違わない等身大の写真制作を媒体にした「こころ」の

　　　触れ合い等々､ちょっと変わったお説法も楽しんでおりま

　　　す。「お寺で音楽会？？」等と、よく誤解されるのですが、

　　　精神的な価値の成果を文化と定義するならば､文化活動が

　　　お寺や教会で行われることはごく自然なことなのです｡逆争　

に､芸術が単なる娯楽やエゴイズムに陥ってしまうことが

少なからずあるのは､精神面が置き

去りにされているからだと感じてい

ます。

　そんな「生臭さ」な未熟者のとこ

ろに､ひょんなことから慰霊祭に参

加して欲しいとのお声を頂きまし

た。これも何かの御縁と、二つ返事

でOKしたのが、今思えば「珍」道

中の始まりだったのでした。

　今回､小生はフィリピンに伺うこ

ととなりました｡「ふむふむ」と、よ

く聞いてみると､行くのは小生唯一

　　　人、向こうに着いても、日本語の分かる人は日本人の神父

　　　さんが一人いらっしやるのみということです｡英語を殆ど

　　　話せない日本人が単身、フィリピンに向かうのは､結構危

　　　険な行為だと周りから言われ、「そうなのか」と思いなが

?　ら「なるようになるさ」と楽観しておりました。

　　　　出発当日、早朝よりJRにて単身関西空港へ｡快適な空の

　　　旅でありました。あっという間にニノイアキノ・マニラ国

　　　際空港に到着。入国手続きを済ませ、スーツケースを受け

　　　取って、さあ、ホテルの案内所は何処かな？と、きょろき

　　　ょろっとしたのも束の間､アッという間に数人の大男に取

　　　り囲まれてしまいました｡空港タクシーのカウンターに連

　　　れて行かれ､親切にはしてくれるのですが、下心が見え見

　　　えです。「しまったな」と思いましたので、唯一頼れる存

　　　在である山頭神父に電話をかけました。神父さんは「危な

　　　いからすぐに行く」とおっしやってくださいましたが、こ

　　　れくらいのことは自分でクリアしなければと思いましたの

　　　でお断りし、説明だけ伺って電話を切りました。結局、

　　　1､000円程のチップが必要となりましたがなんとか切り抜

　　　け、無事ホテルに到着しました。ホテルで一休みしている

　　　と、ASMPの産みの親・チュア先生から電話が。マニラ空

　　　港には政治的な背景からターミナルが３ヵ所あるのです

　　　が、その中の一つ、国際線ターミナルで待っていたと言い

　　　ます｡先生は私がタイ航空の飛行機で来ると聞いていたそ

　　　うなのですが、本当のところはフィリピン航空でしたの

　　　で､私はフィリピン航空専用のターミナルに到着､つまり

先生が出迎えて下さったターミナルとは全く別の処だった

のです。

　最初にこのようなトラブルがあったからか､その後は妙

に度胸が付いて、とてもリラックスして過ごせました。但

し、やはり英語が余り話せないのが辛いところ、正直不便

でした。チュア先生にもご迷惑をお掛けしたことでしょ

う。それにも拘わらず、最終日には明からマニラの街をマ

ンツーマンにてご案内頂き有り難いばかりでした。

　さて、慰霊祭はカバナトゥアンという、マニラから３時

間余り北に入った街の屋外で執り行われました｡そこは元

々旧日本軍のキャンプ地たったそうで､あるフィリピン人

ゲリラが516人の同盟国戦争捕虜を救出した勇敢さを称え

て建てられた碑が祀ってありました(因みに同巾の所属す

るヌエバエシハ州の現知事は､この英雄ゲリラの息子･さん

です)。日本軍が駐屯していただけに、この戦没者慰霊祭

に馳せる想いの深い、沢山の人々が集

まりました。中には名前も外観も正に

日本人といった現地の方も参加されま

した。山頭神父と小生と、二人の日本

人によるセレモニーということが感慨

深さを増したようです。祭典を終え

て、多くの民衆から握手を求められ、

御礼の言葉を頂きました。後の食事会

でも、学生さんたちが日本語の唄を披

露してくれたりと大層なおもてなしを

頂きました。今回の慰霊祭に当たっ

て、チュア先生にも「市民は勿論のこ

と、教育・行政・医療・宗教といった各界参加のもとで実

施されたことは大いに評価すべき」と喜んで頂きました。

　今回､初めて参加させていただいた訳ですが、このよう

に盛火裏に開催できたことは、ひとえにＡＭＤＡの皆様を

はじめLUZUNETや現地の多くの方々のお蔭に因るところ

です。また、慰霊祭は今回で４回目だそうですが、先人達

の遺徳を至る処で感じました。盛火裏とは旨っても、規模

から言えばまだまだ草の根運動的なものでありましょう。

けれども、手作り的な、小規模だからこその、顔と顔の距

離が近い祭典が行えます。フィリピンの人々は、「敵も味

方も、総ての人々を平等に扱って、このような供養をして

くれるのは日本だけだ｡アメリカは自国の犠牲者にしか目

を向けてくれない」と言います。今のイラクを中心とした

悲劇の発端を垣間見るようです｡平和を願って、細々では

ありますが､末永く慰霊祭に参加させていただきたいと思

っております｡AMDAの皆様には、このような御縁を頂き

ましたことを心より感謝申し上げます。

　初めてのフィリピン渡航は､大変濃密なものとなりまし

た。食べ物も美昧しかったし、皆親切でした。充実感に浸

りながら、関西空港に到着。無事の帰国で目出度し目出度

し、と思いきや、特急「はるか」に乗ったところで携帯が。

ホームに出て話をしていると､荷物だけを載せて「はるか」

は、はるか彼方に消えていったのでありました・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　掌
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AMDAr魂と医療のプ1コグラム』国際会請2004

　サイパン慰霊の旅

最上稲荷山菩提一一心寺住職　中島　妙江

サイパン慰霊祭

慰霊祭日程

平成16年２月10目（火）

　テニアン島　日本車航空作戦本部跡

平成16年２月11日（水）

　サイパン島　バンザイクリフ　スーサイドクリフ

慰霊祭参加者

　最上稲荷山菩提一心寺住職　中島　妙汪

　最上稲荷教総本山妙教寺　　大瀬戸奉康

　AMDA　本部　　　　　　　難波　　妙

　2000年から始まったＡＭＤＡｒ魂と医療のプログラム』も

既に４回目を迎えました。第二次世界大戦の戦病死没者の

霊を慰めるためにこれまで毎年、ミャンマー、サハリン、

フィリピンとこのプログラムに参加してまいりました｡こ

の度は大瀬戸泰康上人とともにサイパンに向かいました。

私は、幼少時代に親しかっ

た私の従兄弟を第二次世界　　犬上

大戦中にサイパンで亡くし

ています。とても優しい穏

やかな人でした。ですから

サイパンでの慰霊はかつて

からの私の願いでした｡２月

９日､私どもは岡山空港から

グアム経由でサイパンに入

りました｡途中私は､サイパ

ンの南西約5kmに位置する

テニアン島での慰霊を提案

しました｡テニアン島は､太

平洋戦線の一大拠点として

日本軍航空作戦本部が置か

れましたが、日本軍陥落の後は､世界最大級のアメリカ空

軍基地となり、日本本上空襲の拠点となりました。広島と

長崎へ投下する原爆を積載した飛行機もこの島から飛び立

っています。サイパン到着は夕方おそく、テニアン島への

渡航手配はできませんでしたが､テニアン島に飛べること

を願って､現在はアメリカ軍空母が浮かぶフィリピン海沿

岸で海の藻屑と散った犠牲者の方々のご冥福を祈りまし

た。

　２月10日、テニアン島への飛行機と現地でのレンタカー

を手配することができました｡午前中に法要のためのお供

えをガラパン地区にある地元のスーパーマーケットで購入

しました。日本製の食品が数多くあり、ふるさとを想う諸

霊のために日本酒からお菓子まで準備することができまし

た。午後2時30分、フリーダムエアーでサイパン国際空港

から約10分､当時のゼロ戦を思い出させるような6人乗り

の小さなプロペラ機で５Ｋｍ離れたテニアン島をめざしま

した。サイパン空港を飛び立つ直前､滑走路に待機する私

達の目の前を大きなJALのジャンボジェット機が通りすぎ

ました。私達の飛行機は､扉も完全に閉まらないような小

さなプロペラ機です。きっと日本兵は、このような命を守

るにはあまりにも頼りない小さなプロペラ機で､完全防備
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した敵機の機影におびえながらこの地を飛び立ったに違い

ありません。また、このような無防備な飛行機で命を投げ

捨てる日本兵の強襲にもアメリカ兵は驚愕し､恐れ戦いた

ことでしょう。テニアン島での慰霊は、旧日本車作戦本部

跡で行いました。今は住物の鉄骨がむき出した廃墟と化

し、立ち入り禁LLことなっており、観光ルートには入ってい

るものの、わざわざバスから降りて見学する人はいませ

ん。ここで亡くなった多くの日本兵、アメリカ兵、そして

現地の方々の御霊は既に忘れ去られています｡時折吹く突

風に彼らの悲しみを感じます｡ここに眠る諸霊を和らげる

ために大瀬戸上人ともども心をこめて折りをささげました。

　２月11日、この日もとても風の強い日でした。この日の

慰霊祭はサイパン島最北端のバンザイクリフとマッピ山ス

ーサイドクリフで行いました。 1944年６月15日、アメリ　ぐ

カ軍はサイパン島の南西部から上陸しました｡南からじり

じりと圧倒的な強さで日本軍を攻め入り、日本軍、民間人

　　　　　　　　　　　　　　はそれに追われるように北

　　　　　　　　　　　　　　へ北へと逃げました。サイ

パン最北部は断崖絶壁。崖

まで追い詰められた多くの

民間人や日本兵は日本に一

番近いサイパン島の最北端

で日本に向かい［バンザ

イ］と叫びながら「生きて

虜囚の辱めを受けず」と自

決の道を選んだそうです。

米軍1万4千人、日本車3万

人､民間人1万5千人がその

尊い命をサイパンで落とし

たといわれています。強風

の吹き荒れるバンザイクリ

フでの慰霊祭｡ろうそくもお線香も灯すことが出来ません　、゛

でした。眼下には紺碧の海が広がり、激しい波が崖に打ち

砕かれています。お経本が風に飛ばされるなか、無念にも

心を残したままこの波荒い海に眠る諸霊のために一生懸命

心を手向けました。

　スーサイドクリフでの慰霊祭の前には､霧のような涙雨

が数分降りました。私にはわかりませんでしたが、観光で

この地を訪れていた人たちの中にも､共に手を合わせてい

た方がたがいらしたそうです｡スーサイドクリフは80mの

断崖絶壁です。その足元の石に［わが戦友は皆散り果て夏

の日］と刻まれています。どれほど多くの人たちが、涙も

枯れ､悲しみを心に閉じ込めて、足の諌むことも感じない

ままこの足元の石を蹴ったことでしょう。そして投降を叫

び続けたアメリカ兵は､目の前で命を落とす人たちを心潰

れる思いで見送ったことでしょう。日本人もアメリカ人も

ともに平和を願う気持ちにかわりはなかったと思います。

そして今に生きる私たちも､世界の平和が私達の次の世代

に残せるように一人一一人が願っていると思います。

　医療和平を追求するＡＭＤＡの今後の活動の発展と、こ

の紺碧の海が再び血に染まることが決してないよう祈りな

がら私は、サイパンを後にしました。



ＡＭＤＡのミャンマーにおける地域保健医療活動

　　　　　　AMDAミャンマー事務所　岡安　利治

　　　毎年、雨季が明ける11月から２月までの間、ミャンマー

　　　の表玄関ミンガラードン（ヤンゴン）空港には年配の日本

　　　人､特に僧侶の姿を見かけることが多い。ミャンマーで命

　　　を落した兵士の家族､また生き残った元兵士が慰霊の旅に

　　　やってこられる。

　　　　1942年１月、バンコクにいた日本陸軍8万人がタイ・ビ

　　　ルマ国境を越えて、ビルマ国内に攻め入ってから、計33万

　　　人の日本兵がこの国にやってきて､19万人が戦死したとい

　　　われている。そのうち12万人は赤痢、コレラ、デング熱、

　　　マラリア、F痢疾患といった健康上の理由、つまり戦闘以

　　　外の理由で亡くなったとも推測されている。

　　　私かミャンマーに派遣が決まった際､岡山在住の小田敦

　　　巳さんの『一兵士の戦争体験－ビルマ戦線生死の境』（修

　　　学社）という本を読ませていただいたが、筆者自身の赤裸?‘　々な体験記から当時の状況を推測しても､世界でも最も悲

　　惨な戦場のひとつであったに違いないことが窺える。

　　　首都ヤンゴンに駐在している私は､どしやぶりに降るこ

　　　とも多い長い雨季（4月下旬から10月）に生活するのは首

　　　都であっても気が滅入るが､AMDAの活動中心地である中

　　　部乾燥地帯の日本人派遣者からは､降水量が少なく最も暑

　　　い水祭り（４月）前後は、「電気もないし、暑くてたまら

　　　ないけど、なんとかならないのか｡」といった苦情が殺到

　　　する。当時、各地を敗走という失望のなかで、転々と徒歩

　　　で移動を強いられた日本兵のお気持ちはいかばかりであっ

　　　たろうと拝察せざるを得ません。

　　　　はじめにメィティラありき（1995年から2002年）

　　　　1995年、AMDAはマンダレー管区であり中部乾燥地帯

　　　と呼ばれているメィティラで活動を始めることにした｡こ

　　　の都市は現在人口29万人の街で､首都ヤンゴンと第2の都

争　市マンダレー間の主要幹線道路沿いにあり､平野部に位置

｀　　している｡戦時中は白骨街道と呼ばれた悲惨な退却路を残

　　　したインパール作戦の前後に、日本軍は連合軍の圧倒的な

　　　火力、武器、機動力に破れ、このメィティラで決定的な敗

　　　北を受けたといわれている。

　　　　AMDAは佐賀の2NGO､ABA（アジア仏教徒教会）、MIS

　　　（国際協力の会）と1995年から５ヵ年計画で、ＡＭＤＡは保

　　　健医療､ABAは教育支援､MISは安全な水供給といった協

　　　力関係を結ぶことでメィティラおよび周辺地区で活動が進

　　　められてきた。

　　　　メィティラが最初の活動地に選ばれた理由も､佐賀県を

　　　中心にした師団がこの地で多数亡くなられたという、

　　　ASMPのコンセプトに基づく慰霊の意味が強く込められて

　　　いる。

　　　　1998年からはメィティラ市5村での巡回診療と保健衛生

　　　教育および市内AMDAフィールド事務所での診察活動と

　　　なり、現在も継続している。また保健医療以外にも3機の

　　　浄本機設置、数箇所の学校建設、井戸建設、農村女性への

　　　小規模融資（マイクロクレジット）なども現在までに行っ

　　　ている。

　　　　ＡＭＤＡの活動はメィティラ市では有名になっており､例

　　　　　　　地域医療従事者へのトレーニング

えば､致し方ない理由で現地医療従事者を解雇した際には

匿名で苦情の手紙が市当局に提出されたり､現在開始準備

中の北シャン州コーカン特別地区の活動に関しても、

「ＡＭＤＡがコーカンで事業を始めると町中でうわさになっ

ている。うちの娘を雇ってくれないか？」とか、「日本人

医師がなんでも手術してくれると開いた｡ぜひ日本人医師

に手術してほしい｡」と、良くも悪くもその挙動が常に注

目される存在になっている。

メィティラからニャンウー､パッコク(2002年7月から現在)

　｢必要とされれば、どこへでも｣というＡＭＤＡの信念の

もと、メィティラだけではなく、1997年にはマンダレー管

区のマティア市イエナダーハンセン氏病院へのソーラーパ

ネルと水道システムの供与､1998年にはバゴー管区のワー

市地域保健センター建設(1997年のワー市周辺地域洪水復

興支援の一環)、2000年から2001年のチャパタウン市防災

訓練および学校建設など行ってきた。

　2002年７月からは、メィティラ地域支援モデルを他の２

市(パッコク、ニャンウー市)に拡大するコンセプトで、

JICA開発パートナー事業｢母と子のプライマリーヘルスケ

ア｣が実施されている。３市の小児病棟への支援(改修お

よび医療機材支援)、計15村の末端公共医療施設の新設お

よび改修、栄養給食センター兼集会所の建設、各村週１回

の巡回診療､30村での5歳未満児の栄養給食活動､女性(主

に母親)を中心とした保健ボランティアの育成、助産師・

補助助産師などの草の根レペルでの地域医療従事者へのト

レーニング､さらには村にトラクターを供与して患者の緊

急搬送や保健プログラムヘの使用なども実施している。

　今年からは同プロジェクトに東洋医学のなかでも針灸を

使わずとも住民レペルで使いこなせる吸い玉研修･指圧研

修などを保健ボランティアに指導し始めている。

　2003年10月からはミャンマーで問題が表面化しつつあ

るHIV/AIDSおよび性感染予防事業として､メィティラ、

パッコク、ニャンウー県の計10市で１年間の事業として、

コンドーム普及、保健ボランティア育成、カウンセリング

技術向上トレーニング､性感染予防キャンペーンや予防教

育強化などを行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA Joumal 2004.Z 15



-

AMDAr魂と医療のプ1コグラム』国際会請2004

ぞ ¢ ｀

さらに辺境へ（2004年６月から）

　　　　　　　　北シャン州コーカン特別地区風景

　ミャンマーは国上が広く、ビルマ族主体の７管区

巾ivision）と少数民族主体の７州（Sはe）の14地域に分

けられる。

　現在、日本大使館､JICA､国際機関が注目を集めている

のが､中国雲南省と国境を接する北シャン州コーカン特別

地区である。麻薬の原料になるケシ栽培中止を2002年末、

現地コーカン勢力とミャンマー政府で合意したが､土地が

やせ、標高が高い（800 mから2000 m）高地での農業はケ

シには最適であったが､代替作物がなかなか定着しない状

況である。代替作物とされたとうもろこしの栽培では、過

去に比べて収入は10分の１になったという話もあり、前年

度に比較して50％の子どもが家庭の収入滅で学校をドロッ

プアウトしているという。そこで現在､ＡＭＤＡは同地区で

食料支援を通じた農村復興支援､プライマリーヘルスケア

事業､中心都市ラオカイ公立病院への医療機材支援を準備

している。

　このような辺境の地ではあるが､現地の人からの話によ

ると日本車はこの地にも来ていたという｡外国人の移動が

非常に制限されるこの地域で､慰霊祭を行うことは現在で

は困難であるが、いつかきっとできる日が来ると信じて、

まずは保健医療活動を開始したい。

　　　地域医療活動の課題(2004年４月から今後)

　もうすぐＡＭＤＡの活動開始から10年の歳月が過ぎよう

としている｡AMDAバングラデシュ支部メンバーが中心と

なって設立した私立病院｢日本バングラデシュ友好病院｣、

ネパール支部が直接管理運営する｢ＡＭＤＡブトワール病

院｣、カンボジア支部メンバーが直接運営する｢ＡＭＤＡカ

ンボジアクリニック:ACC｣など、AMDAインターナショ

ナル(全28カ国支部)の各国支部メンバーが設立し、直接

運営する病院・クリニックが軌道に乗ってきているなか、

ミャンマーではＮＧＯが運営して、将来的に支部メンバー

に委託する病院･クリニック経営方針が許可されていない

(ミャンマーではＡＭＤＡ支部設立も許可されない)。あく

まで公共医療機関をサポートする協力関係が主流である。

医療協力する姿勢も現地の医療従事者を主体にして､外国

人医療技術者は裏方に回る姿勢､また研修を中心とした技

術向上が求められている。

　ＡＭＤＡが今まで行ってきた地域医療支援は､巡回診療を

中心にした一方的に与える援助が中心であり、医療サービ
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スの機会が少ない農村住民･社会的弱者にとっては願って

もいない支援であった。しかしながら、いつかAMDAがプ

ロジェクトを終えることを考えて､持続昨を考慮した取り

組みも併行して行わなければ､片手落ちの支援事業になっ

てしまう。「言うは易く、行うは難し」の持続性への取り

組みであるが、今後、事業体制を細分化し、プロジェクト

の終わりを見据えた戦略にそった事業運営に変える方向性

である。

ASMPの慰霊祭準備を通じて

　　　　　　AMDAr魂と医療のプログラム』慰霊祭

　ASMPの慰霊祭をミャンマーでは2000年11月にはメィ

ティラ市、マグウエ市、チャパタウン市で、2001年･11月

にはメィティラ市、マグウエ市、チャパタウン市３市で開

催している。今回は2004年2月にはニャンウー市ミーラン

ビャー村およびパッコク市ミョキンター村で開催した｡過

去2回のASMP慰霊祭との違いは、華やかに街の中心地の

僧院で行うのでなく、アクセスのよくないＡＭＤＡが巡回

診療を行っている村の周辺村落を選定した｡慰霊祭は私に

とって初めての経験であり、ニャンウーに地域調整員とし

て滞在している藤田真紀子氏の協力を得てすすめた｡過去

２回開催したメィティラ市に比べ、戦闘は少なかったよう

であるが､ニャンウーとパッコクにまたがるイラワジ川な

どは、川を渡り損ねだり、渡る途中で銃撃にあったりと少　、゛

なからず戦死者がいたようである。

　開催地ではなかったが､慰霊祭候補地を探しているなか

で､エイズ予防活動を行っていたニャンウー市シングー村

では､日本兵慰霊碑が日本人元兵士によって建てられてお

り､最近まで毎年のように慰霊の旅に来られていたそうで

ある。その方は残念ながらお亡くなりになったそうで、戦

後59年といった月日を実感させられた。

慰霊祭に参加したパコック市ミョキンター村の人々
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　今回の開催地ニャンウー市ミーランビャー村では戦時

中、日本兵のための仮設診療所があったそうで、この村で

も92名が亡くなっており、いまでも憎侶によれば、「まだ

成仏できない日本兵の霊がたまに徘徊していることがあ

る」そうである。

　パッコク市ミョキンター村では少数になってしまった日

本兵がいかにも連合国軍側に人数を多くみせるために､た

くさん足跡をつけてカモフラージュを試みたりしたもの

の、深夜銃撃が聞こえたと思ったら、翌朝2名の日本兵遺

体が川岸にあり、その遺体を埋葬したという高齢の老人に

も会うことができた｡今回のASMP慰霊祭自体の経過に関

しては小池教師の記事を参照していただきたい。

　ASMP慰霊祭を準備・開催するにあたり、自分白身が過

去の日本の歴史を実感させていただき､考えさせられる機

会を得たと思っている。

　今回、参加していただいた天理教３名の平野教師、小池

教師、山下教師はそれぞれ70歳を越えた方々であったが、

そのバイタリティーには驚かされた｡天理教は「陽気暮し」

をモットーにするそうであるが､家族以外にも社会的弱者

など困っている人々と寝食をともに一緒に生活する姿勢な

ど、なかなか現代社会のなかで、宗教者さえ、実行してい

る方が少ないと思われることを進んでやっておられること

などを聞いた。この方たちでさえ、終戦前後には中学生で

あったという。

　偶然にも前述した小田敦巳氏にASMP開催中に､ニャン

ウーのホテルでお会いする機会があったが､このような戦

争を体験した方たちが、健康を思わず、あと何年、ミャン

マーに慰霊の旅に来られるのかと失礼ながら思ってしまう。

　個人的にも、毎年､慰霊祭を協力して下さる宗教者がい

らっしやるのであれば､慰霊祭を継続したいと思う。それ

は日本の先人の魂を鎮魂するだけなく、国際協力に関わる

私たち自身が歴史を振り返る機会であり、自国の歴史･文

化を振り返らずに行う国際協力は薄っぺらなものになって

しまうのではないだろうか？

　　　　　　　ASMPの慰霊祭参加者の声

　最後に今回の慰霊祭において配布した医療クーポンの使

用者の声を紹介したい。

　ＡＭＤＡ巡回診療は5歳未満児と母親には無料で診察、医

薬品処方を行っているが、それ以外の方からは無料診察、

医薬品卸価格の75％（市価の50％程度）をいただき、その

代金をコミュニティヘルスファンドとして､貧困者への治

療、重症患者の入院費・手術代などに使用している。

　今回はASMP慰霊祭に協力および参加していただいた方

々計500名（1村250名）にAMDA診療所および巡回診療

で、無料で治療できる医療クーポンを配布した。 2004年4

月初句現在、160名前後がすでに使用している。いざとい

うときまで取っておきたい方々も少なくないようである。

ASMPの慰霊祭参加者で医療クーポンを使った方々の紹介

１．ニャンウー市、ミランビャー村

　A.ウ・カラーさん（¶乃性:48歳）

　耳が痛く、耳から液体が出てきていたためミエニ村の

AMDA巡回診療に行った｡シングー村までは乗り合いバス

に乗り、そこから歩いて１時問半。到着するまでに２時間

かかった｡ASMP以前はＡＭＤＡの活動はあまり知らなかっ

たが、今回ASMPで医療クーポンをもらったので、巡回診

療に行って見た｡以前は薬屋で薬を買っていたが治らなか

った。しかし、ＡＭＤＡに行くと病気が治ったので、また行

きたい。

B.ウ･タインウィン(男性:

40歳)、マ・ィーヌウエ(女

性:39歳)、アウン・テッパ

ィン(乳児:6ヶ月)

　子どもの病気で、お父さ

んと一緒にニャンウー市内

のＡＭＤＡクリニックヘ行

った｡乗り合いバスで､2時

間かかった。子どもの足が

曲がっていて(足首が内側

に変形)､マンダレーに行かなくてはならないと言われた。

ＡＭＤＡ医者が１歳になってから行った方がよいと言ったの

で、そうしようと思う。AMDAは病気が良く治ると言うう

わさがあったので､他の病院ではなくＡＭＤＡに行った。ま

た、コストが安く、５歳未満児は無料診察および無料で薬

を処方してくれるとも聞いている。

２．パコック市、ミョキンター村

　C.マ･キンウィン（女性:52歳　マィピンゴン村出身）

　AMDA提供の小型トラクターに乗って､ペィジー村の巡

回診療へ行った。 30分ぐらいかかった。ひじとひざが６ヶ

月間痛かったが、ＡＭＤＡで薬をもらったら一時的に治っ

た。また来週行きたい｡ASMP以前はＡＭＤＡのことを知ら

なかったが､医療クーポンをいただいたので､行ってみた。

以前はパコック市内に行ったり､補助助産帥から薬を買っ

ていたが、あまり治らなかった。

　D.マ･ティンプー(女性:61歳　マィピンゴン村出身)

　高直圧とひざの痛みで､ペィジーの巡回診療にAMDA豆

トラで行った｡AMDAが支援した補助保健センターはきれ

いで、きちんとしていた。 ASMPにも出席したが、よいこ

とをしてくれてうれしい。自分達ではできないし、遠い所

からわざわざ来てくれて驚いた。日本の神道(天理教)は初

めて見たので､仏教とスタイルは違うが､大変興味深かった。

Ｅ．マ・マーマーテイ（女性:30歳）

　ンガパウンカン村からやってきた｡パコックの巡回診療

で水曜日に訪問し

ているカントー村

ており、医療クー

ポンはその際にも

らった。カントー村

からンガパウンカ

ン村は３マイル。

ＡＭＤＡ医師による

診断は､体力低下と

慢性貧血症だった。
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ヌジランカ医T療和平プロジェクみ

　スリランカ医療和平プロジェクト

ー北部キリノッチにおける巡回診療を通してー

　　　　　　看護師　黒石　幸恵

1.はじめに

　スリランカでは内戦が終息して2年が経過しようとして

いる。ピーストークは先日の大統領総選挙後連立の行方次

第では、停滞することが懸念されるとも報道されている。

私達はこのような状況のなかで､人々が平和の恩恵である

健康を実感できるよう､瓦蝶の町と化した被災地キリノッ

チ地域に事務所をたちあげた。今後､活動が続行されるに

あたり、課題もあり、ここにまとめる。

2.目的

　「医療プロジェクトの恩恵による日本政府の和平プロセ

ス構築に対するスリランカ国民からの信頼醸成」：スリラ

ンカ政府（シンハラ）と□TE（タミルの虎）との約20年

間にわたった内戦がノルウェー政府の仲介により停戦が成

立した。日本政府は復興支援に向けて和平構築のイニシア

ティブを積極的に推進している。

　ＡＭＤＡも日本の医療ＮＧＯとしてこの和平プロセスに日

本政府と緊密な連携のもとに医療プロジェクトを実施す

る。具体的には北部地区のタミル系のみならず､海外から

の支援が北部（タミル系）に偏ることに不安を持つ南部地

区のシンハラ系と東部地区のイスラム系の人たちにも公平

に医療プロジェクト（巡回診療･保健衛生教育）を実施す

る｡医療プロジェクトの恩恵による日本政府の和平プロジ

ェクト構築に対するスリランカ国民からの信頼の醸成が目

的である。

3.派遣期間

　2003年５月18日から2004年３月26日

IV.実施状況

１）巡回診療実施回数（下表）

600人
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図１　受診者総数と再診率の推移

4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37週

３）疾病統計

（１）総疾患にみる患者の動向

　総疾患数　１万5837件

表１　疾思料別受診者数

呼吸器科

整形

血液

皮膚科

消化器科

耳鼻科

眼科

泌尿器科

その他

　計

4,708

2,751

1,716

1,987

1,745

　363

　311

　280

1,969

（２）季節別疾患数

　　　　　表２

眼科

乾季・雨季別疾患

月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 計

回数 ６ 13 13 12 14 13 11 ９ 11 ９ 111

　上記に加え、ジャフナにてヘルスキャンプ2回、ヴァヴ

ニア地区のフォローアップなどを11回行った。

２）受診者数のべ　１万2375人　（下表）

　　主要３箇所の受診者と再診患者の推移

図２　疾思料別割合
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皮膚科13％ 血液11％

乾季 雨季

呼吸器科
整形

血液
皮膚科
消化器科
眼科

耳鼻科
泌尿器科
困科
栄養

心疾患
感染症
婦人科

外傷

2666

1716

1297

1206

966

269

230

206

161

　96

　76

　60

　26

　8

2042

1035

　419

　781

　779

　42

133

　74

　51

　32

　22

139

　25

　17

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

患者数 285 509 500 341 401 352 381 407 343 392 252 296 352 199 290 269 217 282 292 273

再診患者 134 134 158 176 156 140 105 111 54 85 138 120 87 105 115 127

％ 33.4 38.1 41.5 43.2 45.5 35.7 41.7 37.5 42.7 47.6 44.6 40.1 37.2 39.4 46.5

10月 11月 12月 １月 ２月

患者数 323 290 282 317 291 237 257 271 390 358 433 294 219 351 404 341 350 334

再診患者 153 140 158 174 153 151 151 143 203 195 205 167 112 178 123 178 189 223

％ 47.4 48.3 56 54.9 52.6 63.7 58.8 52.8 52.1 54.5 47.3 56.8 51.1 50.7 52.2 54 66.8
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４）救急搬送　４件（下表）

Ｉ
Ｉ
乳
ｔ
ｈ
ｔ
七
万
。

病名 年代・性別 搬送先 予後

マラリア

狭心症

頭部外傷

高血圧症

20歳女性

壮年期男性

高齢女性

高齢女性

KilinochchiDistrid病院

KilinochchiDistrict病院

KilinochchiDistrict病院

KinnochchiDistrict病院

Div治療後翌日退院

以前より外来通院中

自宅にて看取り希望されAMDA車にて搬送

病院外来通院中　巡回診療に来られること未だあり

５）リファレンス（件数不明）

　高血圧・喘息・糖尿病・心疾患・脳卒中などの成人病や

慢性疾患に対しては､巡回診療では継続治療ができないの

で転送とした。

６）指定感染症

　マラリア　198件

ＭＯＨに毎月1回件数を届け出となる（4月以降､寄生虫病･

viral　Feverなども届け出必要）

5.考察

　図１より、１日患者数に対して再診率は全体的に上昇傾

向といえる｡緊急医療の上限と言われている全サイト再診

率50％以上を10月（23週目）の時点で示しており、緊急

　　支援は充足しつつあるといえる。しかしその後の再診率のｆ　
変動があるのは､患者の自己管理能力の一貫である診察券

を管理することが､この地域ではできていないことを現し

ている。また、11月が雨季でもあり、診察券が続製のため

カビているというケースも多かった。

　正確な再診率を知るために､再び再診患者には待ち時間

を減らすという方法をとっていたが、あまり理解されず、

かえって混乱を招くケースもあった。これは、一般病院で

の習慣に沿った反応であり､継続看護の観点からみると必

要なデータではあるが､現在この地域病院で継続して行く

のは待ち時間の長さから難しいと考える。現在、２月まで

の受診者はコンピューターにて管理できるようになり､今

後の再診率はより正確なものとなる予定。

　また、疾病統計より、指定伝染病とされているマラリア

や寄生虫病について、地域差は認めず、季節別による流行

疾患の増減はあった｡スリランカの気候は乾季と雨季の二

期であるが、図１より受診者数は11月の雨季(25～29週)

を境に上昇傾向に転じているのがわかる｡疾患においては

年間を通して呼吸器疾患が最多ではあるが､雨季において

はALRIやviralfeverの診断が占める割合が高くなってい

る。また、感染症疾患についても乾季の2倍以上の患者を

みとめたが､確定診断ではなく患者の主訴での診断となる

ため､他疾患と症状が重複しているものに関しては明らか

ではない。

　最後に、図２より、巡回診療における患者の訴えは多種

多様であり、まるで総合病院のような状態であった。しか

し、交通手段が整備されつつある今､何か患者にとって必

要であるかを伝える時期にあると思う。つまり、病気にな

れば週一回の巡回診療を待つべきかどうか判断し､初期治

療できる家庭医学の伝達である。

6.おわりに

　対症療法だけで病気を治すことは難しい｡沢山の薬を与

えればどれかが効いて、症状は良くなることがあるが、一

時しのぎにすぎない。だから毎週病院に押しかける。

　私は今回の疾病統計はキリノッチ地区の人々の叫びであ

るように思われる。ある人はマラリアの恐怖に怯え、ある

人は慢性疼痛に悩み、分からないから薬に頼らざる得な

い。しかし、人は薬に頼りすぎると体が本来持っている機

能を減退させてしまうことが知られているし､その間に病

気が体を蝕んでいるかもしれない。

　スリランカでは医療費が無料であるがために､いつか薬

事件が起こらないとも眼らない｡今､ＡＭＤＡで行われてい

る健康教育がその歯止めになることを願う。

　スリランカ南北共存の道が1日も早く実現する日を夢見

て。
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ネパール子ども病院プロジェクた

　ネパール子ども病院の試み

　一日本での助産研修を通して－

　　　　AMDA職員中嶋秀昭

　本年、１月８目より２月22日まで、日本助産学会の招聘

により、ネパール子ども病院のビーマル・クマール・タパ

院長、シタ・クマリ・ハンディ看護帥、ラクシミ・デヴィ・

バッタライ看護帥の３名が、「自然で安全な助産一女性と

赤ちゃんにやさしいケアー」研修を受けるために来日しま

した（ビーマル院長は２月14日まで）。この研修は、日本

助産学会理事で国際援助システム委員会委員長を務めてお

られ、神戸の「毛利助産所」にて自然で安全な助産を実践

しておられる毛利多恵子さんと私たちにご縁があり、ま

た、昨年４月より８月までネパール子ども病院にて活動さ

れ､現在､毛利助産所にて働いておられる紺谷志保助産婦

（AMDAジャーナル2004年1月号･２月号に活動報告掲載）

によって自然で安全な助産の哲学と技術を伝えられた病院

職員に対する知識･技術の確認､さらなる向上を目指して、

実現したものです｡産婦人科医であるビーマル院長､小児

科担当であるが、後輩の指導経験が深く、自然で安全な助

産に関心が高いシタ看護帥､産科担当でこれまで何人もの

赤ちゃんを取り上げ、自身も母であるラクシミ看護帥の３

名が参加する運びとなりました。

　研修は主に助産所、病院にて行われ、講義、演習を中心

に、助産帥の役割、出産時･その前後の女性と赤ちゃんに

対するケア、緊急時の搬送体制、周産期医療などについて

学び、ネパールの現状と比較して、同国における制約の中

で実際に行っていけるものについてのアクションプランを

作成するというものでした｡以下に研修内容の一例を挙げ

ます。

・地域のなかの助産帥活動（講義）

・女性の出産体験と助産ケア（講義）

・女性の楽な姿勢のお産、会陰裂傷予防（講義･演習）

・周産期医療システム･赤ちやんにやさしい医療（講義）

･母子にやさしい病院にむけての戦略／女性に優しい裂傷

　縫合術（講義）

・助産師の行う新生児蘇生、誕生死･未熟児を産んだ女性

　のケア（講義）

・教育とエンパワーメント（講義）

　また、研修のお休みの日には、ビーマル院長、シタ看護

師、ラクシミ看護帥は、ネパール子ども病院を支援くださ

っているたくさんの方々とお会いしました｡この中でも印

象的だったのは、１月７日より17日まで神戸にてＡＭＤＡ兵

庫が開催した「ＡＭＤＡネパール子ども病院5周年記念パネ

ル展」を最終日の１月17日に観覧したこと。ここにも、

AMDA兵庫の会員はじめ､多くの方々が集まってください

ました。そして、この日は阪神淡路大震災の９回目の記念

日。パネル展を見た後、３名は、神戸市役所そばの「東遊

園地」に移動し、犠牲者の方々への冥福の献灯をささげま

した。そもそも、ネパール子ども病院設立がなったのは、

この震災に対して､これまで援助の対象としてしかありえ

なかったネパールの人々からも支援を受けたことに感じ入

った多くの被災者の方々からのお返しの浄財です。３名は
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阪神淡路大震災の犠牲者の

冥福を祈り署名

このことを深く認識してはい

たものの、実際に震災の記念

日に犠牲となった方々へ思い

を馳せることによって、ネパ

ール子ども病院設立を支援く

ださった方々の思い、同病院

の意義についてより深く観じ

たようです｡そして､毎日新聞

にはネパール子ども病院とビ

ーマル院長が､1月29日付朝刊

『ひと』欄にて大きく取り上げ

られ、岡山では小学校を訪問

し、また､岡山済生会総合病院

のご厚意にて同院長の講演会を共催（毎日新聞岡山支局と

ニュースイングドルフィンズが後援）、たくさんの方々に

ネパールの医療･保健の現状と課題、これに対するネパー

ル子ども病院の収り組みについて知っていただくこととな

りました｡この他にも多くの支援者の皆様とお会いさせて

いただきヽ彼らいわく、「これまで、ネパール子ども病院に

を訪問される多くの方々とお会いし、当然､他にも支援者

の皆様がおられることを知っていたが、来日して、これほ

どたくさんの方々が私たちを支えてくださっているのだと

いうことが本当によく分かった」とのことです。

　以上の研修、そして、支援者の皆様との会合について、

ビーマル院長が感想を述べています。以下にご紹介します。

研修風景（左：ラクシミ看護師、

’
‘
‐
‐
Ｉ
皿

シタ看護師）

　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊

　本年1月から２月にかけて、日本助産学会のご招聘によ

り、「自然で安全な助産一女性と赤ちやんにやさしいケア

ー」研修を受講する機会を賜りました。研修期間は6週間

でしたが、自然で安全な助産と、日本の第一次段階から第

三次段階までの母子医療システムについての知識､技術を

得るには十分でした。この研修後、私たちは自然で安全な

助産とこれを取り巻く母子保健･医療について、自信と考

えを深めることができました。

　研修から得た印象は具体的に以ﾄﾞのものです。

１、妊産師死亡率をいかに減らすか一妊娠時における通常

のケースは助産師が､ハイリスクの場合は医師が管理する

のが最良の方法であり、コストが最もかからない。

２、妊娠・出産は自然の営みである。このことに関して、

女性と家族を力づけていくのが重要であると分かった。

３、日本においては高い技術と親密なケアがあり､対して、

ネパールでは親密なケアはあれど、技術が不足している。

しかし、これでも、母子を守れることが分かった。大切な
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ことは､技術ではなく、医療従事者がよりよく安全なケア

を心がけて、手と心を動かすことだ。

４、最も重要なのは、女性のニーズを満たすための「人間

的な保健医療サービス」だ。人間的なケアがなければ、ど

れほど高い技術があろうとも満足を与えるものではない。

　　　　日本助産学会様、毛利多恵子様､研修をコーディネート

　　　くださり、ずっとお世話になった同学会の藤原美幸様、通

　　　訳の皆様､研修先の病院の皆様､助産所の皆様に厚くお礼

　　　申し上げます｡皆様のご支援がなければ､私たちはこれば

　　　ど多くのものを学ぶことはなかったでしょう｡研修によっ

　　　て得た知識と技術は私たちの病院における母子保健医療サ

　　　ービスの向上に生かしてまいります。

　　　　そして、私たちの日本での滞在中、本当に多くの方々、

　　　学校の児童・生徒の皆様、お医者様、助産帥の皆様、ロー

　　　タリークラブの皆様(注:1月12日に国際ロータリー第2780

　　　地区､21日に神戸須磨ロータリークラブのご厚意にて、ビ

　　　ーマル院長に講演の機会を賜りました)が私たちを温かく

･　迎えてくださいました。深く感謝申し上げます。

'　　また、阪神･淡路大震災記念館を訪れた際、この震災が

　　　どれほどの惨事であったか､いかに多くの方々が犠牲とな

　　　ったかということがよく分かりました｡記念館を出る頃に

　　　は涙で目が曇ってしまいました｡多くの被災者の方々から

　　　浄財をいただき、ネパール子ども病院が設立されることと

　　　なったのですが､この音頭を取ってくださったのが毎日新

　　　聞です。あらためて、厚くお礼申し上げます。

　　　　皆様とお会いさせていただき､本当に多くの方々が私た

　　　ちを支援くださっているということを深く認識いたしまし

　　　た。皆様のご支援があるからこそ、何千人もの子どもたち

　　　と女性たちが救われているのです。

　　　　今後､恵まれない子どもたち、女性たちのためによりよ

　　　い医療を援供すべく尽力いたします｡私たちは皆様のご支

　　　援、ご親切、愛を決して忘れません。私たちも日本の皆様

　　　を愛しています。

●

　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊

　研修を受けた3名が語った中で印象的だったのは､「当初

は途上国から来た私たちが先進国である日本の知識･技術

を学ぶことに気後れがあった。しかし、研修を受けるうち

に、母乳育児の重要性など、私たちが当たり前に行ってい

ることが重要であるということを学んだ｡大切なのは技術

だけではない。女性たち、子どもたちに対する温かいケア

なのだ」という言葉です。確かに、ネパールにおいては、

大半が「自然分娩」「自然育児」です。しかし、残念なが

ら、ここに欠けているのは、常日頃、母子を見守り、いざ

というときには彼らを救う医療ケアの存在｡さまざまな制

約があり、困難な中、歩みは遅くとも、女性たち、子供た

ちに対する適切なケアが充実するようになれば､さらに多

くの母子が救われるのです。日本とネパール、比べてみる

と、ある意味で技術が進みすぎた日本では、自然分娩を選

択するカップルが増えているという傾向に見られるよう

に、自然への回帰が起こっており、かたや、ネパールでは

技術の向上が課題で､両者の状況は互いに歩み寄っている

のかもしれません。今後、さまざまな形で、互いにないも

のを補い合えるようになれば､本当に相互に助け、助けら

れる関係になるのでしょう。
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●

院内ワークショップにて産前の母親のケア

について説明するビーマル院長

ｆ

　さて、ビーマル院長、シタ看護師、ラクシミ看護師は帰

国後､さっそく､研修で学んだことを生かし始めています。

現在、分娩室では、日本助産学会からいただいた自然のリ

ズムの音楽のCDを奏でながら､ゆったりとした雰囲気で、

女性たちが新たないのちを誕生させています。

　そして、研修で得られた知識･技術を職員皆で共有すべ

く、４月２日･3日にワークショップが開催されました。こ

のワークショップでは、３名が分担し、ビーマル院長が出

産前のケア（妊婦健診の重要性など）、シタ看護師が分娩

中の留意点､ラクシミ看護帥が産後の女性と赤ちゃんのケ

アについて、それぞれ話し、最後に、「産む～私がうみま

した～」（矢島助産院編）というビデオを見て、参加者に

日本の助産所で実際に行われている女性と赤ちゃんにやさ

しい自然で安全な分娩について確認してもらいました｡参

加者からは活発な質問がなされ､女性がそれぞれの好む楽

な姿勢で出産すること､薬剤の使用を最小限に抑えること

など、従来､受けてきた医学教育にはない事柄について大

きな関心をもっていました｡このワークショップをネパー

ル子ども病院での自然分娩サービスの本格始動の第一歩と

し、できることから徐々に行っていきたいということで

す｡例えば､昨年始まった妊婦健診に妊婦と家族へのカウ

ンセリングを加えるとか､ネパールでは実践されていない

乳房マッサージを取り入れていくとか､ネパール子ども病

院がネパールで随一の女性と赤ちゃんにやさしいケアを行

える医療施設となるよう目指します。

　蒔かれた種は着実に芽を出し、成長していっています。

一人でも多くの母と子が安らかにいのちを育み、育ち、生

きていくためのお手伝いをできるように､私たちは今後も

尽力いたします。あらためて、このたびの研修の機会を賜

った日本助産学会の皆様、研修中、３名をご支援くださっ

た通訳の皆様、また、３名を温かく受け入れてくださった

多くの方々に深く感謝中し上げる次第です。
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平成16年度　神奈川支部定期総会

　　　AMDA神奈川支部副代表　松本　哲雄

日時：平成16年５月21日14時

場所：神奈川県大和市・小林国際クリニック

１．平成15年度事業報告

○ネパール・ダマックAMDA病院支援〔提案：小林〕

　過去３回に分けて森ヒロ様から計260万円の寄付があり

ました。そこで毎年、学生(原則として女子)に奨学金を贈

与し続けてきましたが、昨年度もAmira Siwa さんとGita

Chaharさんの２人から礼状が届き、総会参加者にこれを

披露しました｡懸案であったネパールでのドル建て預金は

外国人には不可能なだめ、現在は日本国内で預金し、年度

ごとに送金しているのが実情です｡(奨学金設なの経緯につ

いて補足説明)

○神奈川県海外技術研修員〔提案：小林・松本〕

　昨年度、神奈川支部の推薦者は初めて『不合格』になり

ました。

　研修員は各国の研修員と貴重な情報や体験を得て帰国

し、日本で学んだ技術を母国の各分野で生かしています。

しかし事業に対する国の補助金が昨年度で打ち切られ､こ

の事業も縮小の方向にあるようですが、３月に神奈川県国

際交流センターで催されたお別れ会の席上で「日程が決定

次第、例年通り各団体に推薦を依頼する」との発言があり

ました。

○横浜国際協力まつり10月12日･13日［提案：松本］

　打ち合わせの席で実行委員から［フリーマーケット禁

IL・ブースの販売品を掲示・売上金の使途を明示］と言う

3項目が提案されました。そこで､ＡＭＤＡ神奈川支部の実

情や実績を訴えたところ､複数の団体からもガレージセー

ルしか出来ないと言う実情を訴える発言が続き､後日実行

委員会から発言を撤回する通知が届きました。

　今回はご提供下さった品物が少なく、一部の会員等には

大変ご協力を戴いたのですが､私達の努力が足りなかった

感があります。

２．平成15年度会計報告〔提案：岩淵〕…(別表参照)

３．次期(平成16 ･ 17年度)役員選出〔提案：小林〕(全員再任)

代　表：小林米幸

副代表：伊藤恵子・篠原真理子・松本哲雄

会　計：岩淵満江　　会計監査：下山圭子

４．平成16年度事業計画〔提案：小林〕

○ネパール・ダマックＡＭＤＡ病院支援〔提案：小林〕

　医療従事者を志す低カーストの女性に入学を勧め､合格
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ﾑ・III，

者には修業年限およそ1年半(看護師･保健師･検査技師の４

コースで１年４ヶ月から１年８ヵ月)の期間中の学費分を奨

学金として贈呈して来ましたが､昨年度は一昨年度の残余

が１名分ありましたので１名分だけ計上しましたが、今年

度はもとの通りの２名分を計Lいたします。

○神奈川県海外技術研修員〔提案：小林〕

　４月に神奈川県国際課から推薦依頼の要請が入り、急速

タイ・バンコクのゼネラルホスピタルに連絡を取りまし

た。今年度は推薦手続きに要する期間が短く、その上研修

は９月から３月と言う短期間になってしまいました｡また

来日直後に実施されていた語学研修がなくなったため､事

前に日本語をマスターしている事が必要条件になりまし

た。このように昨年度までと比較して、大変厳しい人選を

迫られる事になりました｡採否は７月上旬までに通知され

る予定です。

○横浜国際協力まつり〔提案：松本〕

　今年度は10月16日・17日に予定されています。支部と

して参加し続けるためには､準備段階でクリアーしなけれ

ばならない問題もありますが､今後も続ける方向で検討し

て行きたいと考えています。

　私達がガレージセールを実施する理由は､フェアトレー

ドのように外国へ行く必要がなく、そのために依頼する手

間も時間も必要がありません。また品物の提供者には『売

上金をネパールの病院の援助に充てる』と言う趣旨を理解

して戴くと言うメリットがあります。【関連：横浜市国際

交流協会発行の国際理解教育『総合的な学習』便利帳は松

本が管理】

○カンボジア王国大使館検診〔提案：小林〕

　検査会社に手伝って戴いて、今年は６月９日実施予定で

すが､経済的な理由でこのような機会に恵まれない発展途

|こ国の大使館が多くあります。そこでＡＭＤＡ本部等の協

力を得てチームを編成し､より安定的に対応出来るように

したいと思っています。そのことが緊急時､相子･国に受け

　-一
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■第１８回AMDA lntemational 国際会議・総会

　　　2003年11月10日－12日・スリランカ・コロンボ　「医療和平・災害時におけるITの有効活用」

　第18回AMDAlntemationa1

国際会議および総会が､昨年

11月10日から12日スリラン

カの首都コロンボで開催され

ました。

　開会式には､来賓にスリラ

ンカ経済改革科学技術省大臣

Hon.Milinda Moragoda を迎

え、また在スリランカ日本大

使館軽部洋公使､スリランカ

政府高官、ＮＧＯ関係者、

ＡＭＤＡ本部及び11カ国の

ＡＭＤＡ支部代表が列席し、ス

リランカの国家が演奏され、

現地の慣例に従い開会を告げ

るためオイルランプに火が灯

一｀　¶

■AMDA lntemationalとは？

　ＡＭＤＡは、1984年に設立されてか

ら今日までの20年間ネットワークを

多方面に発展・拡大させ、世界28ケ

国の支部と33の姉妹団体を有するグ

ローバルーな組織に成長しました。

　｢救える命があれば、どこへでも｣

をモットーに自然災害、紛争時の緊

急救援また開発途上国における開発

援助にＡＭＤＡの本部､支部のスタッ

フが様々な国々から、様々な形で問

題解決にあたってまいりました。

AMDA　lnternationalは、この

AMDAのグローバル・ネットワーク

を総括、調整する機関として活動し

ています。

・ AMDA 支部とは？

　AMDAの基本理念に賛同した医師

たちが、自らの国の仲間に呼びかけ

AMDA支部としての組織を作り上げ

てきました。その国の情勢、法律を

反映し組織形態、規模、活動も多様

ですが、独立した団体として資金調

達、情報収集、活動運営を行ってお

ります。プロジェクトによっては

AMDA(岡山県NPO /国連NGO)の

パートナーとして、例えば緊急救援

活動時に、多国籍医師団編成をする

など､共に活動する場合もあります。
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されました。

　AMDA lntemationa1副代表およびAMDA SriLanka 支部長であるDr.Sarath

Samarageが歓迎の挨拶をした後、菅波茂代表が開会の辞を述べ、明石康政府

代表（スリランカの平和構築および復旧・復興担当）からのメッセージが読み

上げられました。

　11日に聞かれたテクニカル（科学）セッションでは、「医療和平」と［災害

時におけるITの有効活用］という二つのテーマを中心に話し合われ、現在進

行中のＡＭＤＡスリランカ医療和平プロジェクト、同国ジャフナ　コミュニテ

ィー復興支援プロジェクトまた、ニュージランド、コロンビア、台湾、ボリビ

アにおけるＡＭＤＡ支部の取り組みが紹介されました。午後の部では、Asian

DisasterPreparednessCenter（タイ国）のDirector　Dr.RobinWimson の基

調講演がありました。

　会議に引き続き２日間にわたりＷＨＯの後援を得てAsianDisasterPrepared-

nessCenter（タイ国）、St　John　AmbulanceおよびＡＭＤＡスリランカ支部の

共催で災害時の健康･医療対策をテーマにしたワークショップが開かれ多数の

人が参加しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　

一‘li

　　　　　　　　　AMDA　lntemational　総会　出席者

Dr.Shigeru Suganami AMDA lnternational 代表

Dr.Jorge Foianini AMDA lntemational 副代表およびボリビア支部長

Dr.Sarath Samarage AMDA lnternational 副代表（輪番制）およびスリランカ支部長

Dr.Rohit Kumar Pokharel　AMDA ネパール支部長

Dr.Ramesh Aacharya　AMDA　ネパール次期支部長

Dr.M.S.Kamath　　AMDA　インド支部長

Dr.Krishnaraj Bhat AMDA　インド　Country Director

Dr.Ricardo Ferrada　AMDA コロンビア支部長

Dr.Chao-Kai Chang MR　AMDA 台湾支部長

Mr.Cheng-Chuan Chen　AMDA　台湾　Director of PR

Dr.Husni Tanra　　AMDA インドネシア支部長

Dr Gazmend Kaqaniku　　AMDA　コソボ支部長

Dr.ﾊＷｉｍａｍＧｒｕｔ　ＡＭＤＡ　カナダ支部長

Dr.Rithy Seing　　AMDA　カンボジア支部長

Dr.SarderNayeem　AMDA　バングラデッシュ支部長

Mr.Shunsuke Suzuki　AMDA海外事業本部長
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鈴木　俊介本部長

開発途上国14カ国で

保健医療を中心とする

開発援助活動を展開

　AMDAジャーナル

　2004.6月号参照

特別プロジェクト:

　ASMP

　AMDA VvorldNews

小西司部長

自然及び人的災害時の

緊急救援活動

AMDA ERネットワーク

AMDAジャーナル

2004.4月号参照

2004.6月号参照

成渫　貴子部長

国内各事業､総務会計、

会員･支援者･ボランティア･

デスク　広報

AMDA県支部

AMDAクラブ

AMDA高校生会

¬

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ
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ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　　AMDA　lntemational

代表　菅波　茂

副代表Dr.Jorge　Foianini（ボリビア支部長）

副代表（輪番制）Dr.Sarath Samarage

　　　　　　　　　　　　　　（スリランカ支部長）

AMDA　lntemational　28カ国の支部（地域別）

　姉妹団体

12力国に33団体

　　　　　　　　　　　　ユーラシア

アルバニア、コソボ、バングラデッシュ、ボスニア・ヘルツェゴビ

ナ、カンボジア、インド、インドネシア、韓国、カザフスタン、モン

ゴル、ネパール、ニュージランド、パキスタン、フィリピン、サハ共

和国（ロシア）、スリランカ、台湾、ベトナム

　　　アメリカ

　　(北、中央、南)

ボリビア、カナダ

コロンビア、ガイアナ

ホンジュラス、ペルー

　　アフリカ

ルワンダ、スーダン

ウガンダ、ザンビア
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総合センター各宗仏壇神仏具
どうぶつたいしょう
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岡山市三門中町2－11

TEL　086-253-0838

FAX　086-253-0844


